
『
立
正
安
国
論
』
に
お
け
る
戒
律
思
想

小

瀬

修

達

本
稿
は
、
第
一
節
に「
宗
祖
の
戒
律
思
想
」と
し
て
、
日
蓮
聖
人
の
戒
律
思
想
の
初
期
か
ら
完
成
に
至
る
ま
で
を
俯
瞰
し
、
第
二
節
に「
草

案
『
災
難
興
起
由
来
』『
災
難
対
治
鈔
』
と
『
立
正
安
国
論
』
の
戒
律
思
想
の
展
開
」
と
し
て
、
草
案
と
さ
れ
る
『
災
難
興
起
由
来
』『
災

難
対
治
鈔
』
と
『
立
正
安
国
論
』
の
第
四
～
七
問
答
の
関
連
性
を
検
証
、
第
三
節
に
「『
立
正
安
国
論
』
に
お
け
る
『
涅
槃
経
』
正
法
護
持

思
想
の
展
開
」
と
し
て
、『
立
正
安
国
論
』
の
第
七
～
八
問
答
に
み
ら
れ
る
『
涅
槃
経
』
正
法
護
持
思
想
の
展
開
と
以
降
の
結
論
を
考
察

し
、
第
四
節
に
『
立
正
安
国
論
』
に
お
け
る
戒
律
思
想
を
全
体
を
通
し
て
論
証
し
結
論
と
す
る
。

一
、
宗
祖
の
戒
律
思
想

日
蓮
聖
人
の
戒
律
思
想
は
、
次
に
示
す
経
緯
を
経
て
成
立
し
た
。

宗
祖
は
、
初
期
の
研
究
で
あ
る
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
に
お
い
て
戒
律
の
根
本
を
五
戒
と
し
、
法
華
経
開
会
に
基
づ
く
持
経
即
持
戒

（
五
戒
受
戒
）
の
即
身
成
仏
を
説
き
、『
止
観
弘
決
』
の
文
よ
り
五
戒
と
五
常
五
行
の
相
関
性
を
説
か
れ
た
。
こ
の
様
に
、
宗
祖
の
初
期
研

究
の
主
題
は
戒
律
思
想
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
降
、『
守
護
国
家
論
』
に
お
い
て
は
、『
法
華
経
』「
宝
塔
偈
」
に
基
づ
き
、「
末
代
に
お
い
て
四
十
余
年
の
持
戒
な
し
。
た
だ
法
華
経

を
持
つ
を
持
戒
と
な
す
。」（
昭
和
定
本
九
五
頁
）
と
、
末
法
の
衆
生
は
、「
持
経
即
持
戒
」
で
あ
る
と
し
、『
涅
槃
経
』
を
法
華
経
の
戒
の
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流
通
分
と
し
て
「
正
法
護
持
」
を
説
か
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
末
法
に
お
い
て
法
華
経
を
護
り
持
つ
こ
と
が
持
戒
で
あ
る
と
の
認
識
を
持
た

れ
た
の
で
あ
る
。

『
立
正
安
国
論
』
の
草
案
と
さ
れ
る
『
災
難
興
起
由
来
』『
災
難
対
治
鈔
』
で
は
、
法
然
の
破
戒
行
為
の
対
策
と
し
て
、『
涅
槃
経
』
所
説

の
破
戒
者
（
念
仏
者
）＝
一
闡
提
に
対
す
る
布
施
の
禁
止
を
説
か
れ
た
。
ま
た
、『
止
観
弘
決
』
の
文
よ
り
五
戒
と
五
常
五
行
の
相
関
性
を

災
難
が
起
こ
る
原
理
と
し
て
説
明
し
た
。

『
立
正
安
国
論
』
で
は
、『
守
護
国
家
論
』
に
示
さ
れ
た
「
持
経
即
持
戒
」「
正
法
護
持
」
の
立
場
か
ら
、
法
然
の
『
撰
択
集
』
所
説
「
捨

閉
閣
抛
」
の
法
謗
を
「
破
戒
」
と
見
做
し
て
対
峙
し
、
念
仏
者
（
破
戒
者
）
に
対
す
る
布
施
の
禁
止
を
説
か
れ
た
。

以
降
、
宗
祖
の
「
持
経
即
持
戒
」
の
思
想
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
に
お
い
て
『
法
華
経
』
の
功
徳
が
妙
法
五
字
に
集
約
さ
れ
、
題
目
受
持

の
智
慧
行
に
戒
・
定
・
慧
の
三
学
を
具
備
す
る
事
に
よ
り
完
成
す
る
。

以
上
の
様
に
、
宗
祖
の
戒
律
思
想
を
俯
瞰
す
る
と
、
佐
前
に
お
け
る
『
立
正
安
国
論
』
へ
と
至
る
思
想
に
は
、
戒
律
思
想
が
基
調
に
あ

る
事
が
推
測
し
得
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
前
掲
の
個
々
の
御
遺
文
に
み
ら
れ
る
戒
律
思
想
を
考
察
す
る
。

『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
年
）
宗
祖
二
一
歳
、
鎌
倉
遊
学
中
の
研
究
成
果
。

大
乗
・
小
乗
の
あ
ら
ゆ
る
戒
律
の
根
本
は
五
戒
で
あ
る
と
し
、
法
華
開
会
の
戒
体
と
し
て
「
此
経
を
意
得
る
者
は
、
持
戒
・
破
戒
・
無

戒
皆
開
会
の
戒
体
を
発
得
す
る
也
。
経
に
云
く
〔
是
を
戒
を
持
ち
頭
陀
を
行
ず
る
者
と
名
く
〕
云
云
。」、「
五
戒
を
以
て
得
六
根
・
六
境
・

六
識
不
改
押
へ
て
仏
因
と
開
会
す
る
也
。」、「
九
界
の
衆
生
の
身
仏
因
と
習
へ
ば
五
戒
即
仏
因
也
。」、「
法
華
経
の
悟
と
申
は
易
行
の
中
の

易
行
也
。
只
五
戒
の
身
を
押
へ
て
仏
因
と
云
事
也
。
五
戒
の
我
体
は
即
身
成
仏
と
も
云
れ
る
也
。」、「
此
五
戒
を
十
界
具
足
の
五
戒
と
知
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る
時
、
我
身
に
十
界
を
具
足
す
。
我
身
に
十
界
を
具
す
と
意
得
る
時
、
欲
令
衆
生
仏
之
知
見
と
説
て
、
自
身
に
一
分
の
行
無
し
て
即
身
成

仏
す
る
也
。」
と
、
法
華
経
開
会
に
基
づ
く
持
経
即
持
戒
（
五
戒
受
戒
）
の
即
身
成
仏
（
五
戒
を
保
つ
衆
生
の
戒
体
に
お
い
て
も
九
界
具
仏

界
が
開
会
さ
れ
十
界
互
具
が
成
立
し
即
身
成
仏
す
る
）
を
説
か
れ
た
。
ま
た
、『
止
観
弘
決
』「
世
法
の
法
薬
」
の
解
説
文
を
上
げ
、
五
戒

と
五
常
五
行
の
相
関
性
（
五
常
五
行
即
五
戒
）
を
説
き
、「
五
戒
破
る
れ
ば
此
国
土
次
第
に
衰
へ
、
又
重
て
五
戒
を
持
た
ず
し
て
此
身
の
上

に
悪
業
を
作
れ
ば
、
五
戒
の
戒
体
破
失
し
て
三
途
に
入
る
べ
し
。
是
凡
夫
の
戒
体
也
。」
と
、
五
戒
を
破
戒
す
る
と
戒
体
が
破
さ
れ
天
地
人

の
陰
陽
五
行
説
に
基
づ
く
相
関
性
が
崩
れ
て
国
土
や
人
民
に
災
難
が
起
こ
る
と
説
か
れ
た
。（
昭
和
定
本
一
～
一
五
頁
）

『
守
護
国
家
論
』
正
元
元
年
（
一
二
五
九
年
）
宗
祖
三
八
歳

「
法
華
経
に
云
く
、〔
此
の
経
は
持
ち
難
し
、
も
し
暫
く
も
持
つ
者
は
、
我
即
ち
歓
喜
す
、
諸
仏
も
ま
た
然
な
り
、
か
く
の
ご
と
き
の
人

は
諸
仏
の
歎
め
た
も
う
と
こ
ろ
な
り
、
こ
れ
則
ち
勇
猛
な
り
、
こ
れ
則
ち
精
進
な
り
、
こ
れ
を
戒
を
持
ち
、
頭
陀
を
行
ず
る
者
と
名
づ
く
〕

【
末
代
に
お
い
て
四
十
余
年
の
持
戒
な
し
。
た
だ
法
華
経
を
持
つ
を
持
戒
と
な
す
。
こ
れ
三
】。」（
昭
和
定
本
九
五
頁
）
と
、『
法
華
経
』

「
宝
塔
偈
」
に
基
づ
き
、
末
法
の
衆
生
は
「
持
経
即
持
戒
」
と
の
認
識
を
持
た
れ
た
。
ま
た
、

「
涅
槃
経
に
云
く
、〔
乗
に
お
い
て
緩
な
る
者
は
、
乃
ち
名
づ
け
て
緩
と
な
す
。
戒
に
お
い
て
緩
な
る
者
を
ば
名
づ
け
て
緩
と
せ
ず
。
菩

薩
摩
訶
薩
、
こ
の
大
乗
に
お
い
て
心
懈
慢
せ
ず
ん
ば
、
こ
れ
を
奉
戒
と
名
づ
く
。
正
法
を
護
る
が
た
め
に
、
大
乗
の
水
を
も
つ
て
自
ら
澡

浴
す
。
こ
の
故
に
菩
薩
破
戒
を
現
ず
と
い
え
ど
も
、
名
づ
け
て
緩
と
な
さ
ず
〕【
こ
の
文
は
法
華
経
の
戒
を
流
通
す
る
文
な
り
。
こ
れ

四
】。」（
昭
和
定
本
九
五
頁
）
と
、『
涅
槃
経
』
は
法
華
経
の
戒
の
流
通
分
で
あ
る
と
し
て
、「
正
法
護
持
」
す
な
わ
ち
、
正
法
（
法
華
経
）

を
護
り
持
つ
こ
と
が
持
戒
で
あ
る
（
正
法
護
持
即
持
戒
）
と
、「
持
経
即
持
戒
」
の
具
体
的
方
法
論
を
示
さ
れ
た
。

『
災
難
興
起
由
来
』『
災
難
対
治
鈔
』
正
元
二
年
（
一
二
六
〇
年
）
宗
祖
三
九
歳
、『
立
正
安
国
論
』
草
案
。
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法
然
の
『
撰
択
集
』
所
説
「
捨
閉
閣
抛
」
の
信
仰
姿
勢
を
倫
理
道
徳
で
あ
る
五
常
の
崩
壊
＝
五
戒
の
破
戒
と
み
て
、『
摩
訶
止
觀
』
所
説

「
世
法
の
法
薬
」（『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
の
『
止
観
弘
決
』
の
文
は
、
こ
の
文
の
解
説
部
分
）
の
文
を
上
げ
、
仏
法
流
布
以
前
の
五
常
が

仏
法
の
五
戒
と
な
る
経
緯
や
、
五
常
五
行
と
五
戒
の
相
関
関
係
（
五
常
五
行
即
五
戒
）
に
よ
り
災
難
が
起
こ
る
理
由
を
を
説
明
す
る
。
こ

の
様
な
思
想
が
『
立
正
安
国
論
』
の
内
在
原
理
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
法
然
の
破
戒
行
為
の
対
策
と
し
て
、『
涅
槃
経
』
所
説
の
破
戒

者
（
念
仏
者
）
＝
一
闡
提
に
対
す
る
布
施
の
禁
止
を
説
く
。（
昭
和
定
本
一
五
八
～
六
二
頁
、
一
六
八
～
七
一
頁
）

『
立
正
安
国
論
』
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
年
）
宗
祖
三
九
歳

『
災
難
興
起
由
来
』『
災
難
対
治
鈔
』
と
同
様
、
法
然
の
『
撰
択
集
』
所
説
「
捨
閉
閣
抛
」
の
信
仰
姿
勢
を
破
戒
行
為
＝
一
闡
提
と
規
定

し
、『
守
護
国
家
論
』
に
示
さ
れ
た
『
涅
槃
経
』
所
説
の
「
正
法
護
持
」
が
「
持
戒
」
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
破
戒
者
（
念
仏
者
）＝
一

闡
提
に
対
す
る
布
施
の
禁
止
を
説
く
。

同
年
の
『
十
法
界
明
因
果
鈔
』
で
は
、
法
華
経
の
「
相
待
妙
戒
」
と
「
絶
待
妙
戒
」
を
説
き
、「
相
待
妙
戒
」
で
は
、
爾
前
経
の
歴
劫
修

行
戒
と
法
華
経
の
速
疾
頓
成
戒
を
対
判
し
、「
絶
待
妙
戒
」
で
は
、「
爾
前
の
戒
即
法
華
経
の
戒
也
」
と
、
開
会
の
立
場
か
ら
、「
故
に
爾
前

の
十
界
の
人
法
華
経
に
来
至
す
れ
ば
皆
持
戒
也
。
故
に
法
華
経
に
云
く
［
是
名
持
戒
］
文
。」「
爾
前
経
の
如
く
師
に
随
っ
て
戒
を
持
せ
ず
、

但
此
経
を
信
ず
る
が
即
ち
持
戒
也
。」
と
、「
持
経
即
持
戒
」
を
説
か
れ
た
。（
昭
和
定
本
一
八
一
～
三
頁
）

『
観
心
本
尊
抄
』
文
永
十
年
（
一
二
七
三
年
）
宗
祖
五
二
歳

『
守
護
国
家
論
』
以
来
、「
持
経
即
持
戒
」「
正
法
護
持
」
の
「
持
経
」
の
持
戒
思
想
か
ら
、『
観
心
本
尊
抄
』
で
は
、「
釈
尊
の
因
行
・
果

徳
の
二
法
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
具
足
す
。
我
等
こ
の
五
字
を
受
持
す
れ
ば
、
自
然
に
彼
の
因
果
の
功
徳
を
譲
り
与
え
た
も
う
。」（
昭

和
定
本
七
一
一
頁
）
と
、『
法
華
経
』
の
功
徳
は
、
妙
法
五
字
に
集
約
さ
れ
、
題
目
受
持
の
智
慧
行
に
戒
・
定
・
慧
の
三
学
を
具
備
す
る
こ
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と
か
ら
、
題
目
を
心
口
意
三
業
に
受
持
す
る
こ
と
が
持
戒
で
あ
る
（
題
目
受
持
即
持
戒
）
と
し
て
戒
律
思
想
が
完
成
す
る
。

※
以
上
の
宗
祖
の
戒
律
思
想
の
進
化
の
過
程
を
図
示
す
る
と
次
の
様
に
な
る
。

『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
…
『
摩
訶
止
觀
』
五
常
五
行
即
五
戒
＝
法
華
開
会
戒
体

↓

↓

『
法
華
経
』
持
経
即
持
戒

『
守
護
国
家
論
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
『
涅
槃
経
』
正
法
護
持
即
持
戒

↓

↓

↓

（
法
華
経
戒
流
通
分
）

『
災
難
興
起
由
来
』
…
…
『
摩
訶
止
觀
』
五
常
五
行
即
五
戒

『
災
難
対
治
鈔
』

↓

↓

↓

『
立
正
安
国
論
』
…
…
…
（
内
在
原
理
）
…
…
…
…
…
…
…
『
涅
槃
経
』
正
法
護
持
即
持
戒

↓

『
観
心
本
尊
抄
』
…
…
…
妙
法
五
字
受
持
即
持
戒
（
三
学
具
備
）

二
、
草
案
『
災
難
興
起
由
来
』『
災
難
対
治
鈔
』
と
『
立
正
安
国
論
』
の
戒
律
思
想
の
展
開

前
節
の
戒
律
思
想
を
背
景
と
し
て
、『
立
正
安
国
論
』
は
、「
持
経
即
持
戒
」「
正
法
護
持
」
の
立
場
か
ら
、
法
然
の
『
撰
択
集
』
所
説
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「
捨
閉
閣
抛
」
の
法
謗
を
「
破
戒
」
と
見
做
し
て
対
峙
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
二
節
で
は
、『
立
正
安
国
論
』
の
草
案
で
あ
る
『
災
難
興

起
由
来
』
や
『
災
難
対
治
鈔
』
所
説
の
理
論
が
、
実
際
に
『
立
正
安
国
論
』
へ
と
組
み
込
ま
れ
る
過
程
を
検
証
す
る
。

『
立
正
安
国
論
』
の
草
案
と
さ
れ
る
『
災
難
興
起
由
来
』
や
『
災
難
対
治
鈔
』
に
説
か
れ
る
、
法
然
の
『
選
択
集
』
所
説
の
念
仏
信
仰
が

流
行
し
、
現
実
の
世
界
に
災
害
や
疫
病
等
の
災
難
が
起
こ
る
ま
で
の
順
序
と
そ
の
解
決
策
を
示
す
と
、
次
の
様
に
な
る
。

①
『
選
択
集
』
の
念
仏
信
仰
を
す
る
。

↓

②
「
捨
閉
閣
抛
」
阿
弥
陀
仏
以
外
の
仏
・
経
を
信
仰
せ
ず
供
養
し
な
い
。

↓

↓

`

③
礼
儀
道
徳
が
欠
如
し
た
行
為
を
と
る
。

③
旧
来
寺
院
の
荒
廃
→
聖
人
善
神
捨
国
→
悪
鬼
致
災

↓

④
五
常
（
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
）
を
破
る
。

↓

⑤
五
戒
（
不
殺
生
・
不
偸
盗
・
不
邪
婬
・
不
妄
語
・
不
飲
酒
）
を
破
る
。

↓

⑥
世
の
中
に
地
震
・
飢
饉
・
疫
病
等
の
災
難
が
起
こ
る
。

↓

⑦
『
選
択
集
』
の
法
謗
・
破
戒
を
『
涅
槃
経
』
所
説
の
一
闡
提
＝
破
戒
者
と
規
定
す
る
。
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↓

⑧
災
難
を
止
め
る
対
策
と
し
て
『
涅
槃
経
』
所
説
の
一
闡
提
（
念
仏
者
）
へ
の
布
施
の
禁
止
を
示
す
。

以
上
の
『
災
難
興
起
由
来
』『
災
難
対
治
鈔
』
所
説
の
①
～
⑧
に
至
る
次
第
は
、『
立
正
安
国
論
』
の
第
四
～
七
問
答
所
説
の
次
第
に
該

`

当
す
る
が
、
両
者
の
関
連
性
を

①
→
②
→
③
③
、

④
→
⑤
→
⑥
、

⑦
→
⑧
の
順
に
み
て
ゆ
く
事
と
す
る
。

`

①
『
選
択
集
』
念
仏
信
仰
→
②
「
捨
閉
閣
抛
」
→
③
礼
儀
道
徳
欠
如

③
旧
来
寺
院
の
荒
廃
、
聖
人
善
神
捨
国

『
災
難
興
起
由
来
』

「
故
に
今
の
世
の
変
災
も
、
ま
た
国
中
の
上
下
万
人
、
多
分
に
撰
択
集
を
信
ず
る
故
な
り
。
弥
陀
仏
よ
り
外
の
他
仏
・
他
経
に
お
い
て
、

拝
信
を
至
す
者
に
お
い
て
は
、
面
を
背
け
て
礼
儀
を
至
さ
ず
、
言
を
吐
い
て
随
喜
の
心
な
し
。
故
に
国
土
人
民
に
お
い
て
、
殊
に
礼
儀
を

破
り
、
道
俗
禁
戒
を
犯
す
。」

（
昭
和
定
本
一
五
八
頁
）

『
災
難
対
治
鈔
』

「
今
こ
れ
を
勘
う
る
に
、
日
本
国
中
の
上
下
万
人
、
深
く
法
然
上
人
を
信
じ
て
こ
の
書
を
も
て
あ
そ
ぶ
。
故
に
無
智
の
道
俗
、
こ
の
書
の

中
の
捨
閉
閣
抛
等
の
字
を
見
て
、
浄
土
の
三
部
経
・
阿
弥
陀
仏
よ
り
外
の
諸
経
・
諸
仏
・
菩
薩
・
諸
天
善
神
等
に
お
い
て
、
捨
閉
閣
抛
等

の
思
を
な
し
、
彼
の
仏
・
経
等
に
お
い
て
供
養
・
受
持
等
の
志
を
起
さ
ず
、
還
つ
て
捨
離
の
心
を
生
ず
。
故
に
古
の
諸
大
師
等
の
建
立
す

る
と
こ
ろ
の
鎮
護
国
家
の
道
場
、
零
落
せ
し
む
と
い
え
ど
も
、
護
惜
建
立
の
心
な
し
。
護
惜
建
立
の
心
な
き
が
故
に
ま
た
読
誦
供
養
の
音

絶
え
、
守
護
の
善
神
も
法
味
を
嘗
め
ざ
る
故
に
、
国
を
捨
て
て
去
り
、
四
依
の
聖
人
も
来
ら
ざ
る
な
り
。」

（
昭
和
定
本
一
六
八
頁
）

〔 〕一

〔 〕二

〔 〕三

〔 〕一
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『
立
正
安
国
論
』【
第
四
問
答
・
答
】

「
し
か
る
を
法
然
の
選
択
に
よ
つ
て
、
す
な
わ
ち
教
主
を
忘
れ
て
西
土
の
仏
駄
を
貴
び
、
付
属
を
抛
ち
て
東
方
の
如
来
を
閣
き
、
た
だ
四

巻
三
部
の
経
典
を
専
ら
に
し
て
、
空
し
く
一
代
五
時
の
妙
典
を
抛
つ
。
こ
こ
を
も
つ
て
、
弥
陀
の
堂
に
あ
ら
ざ
れ
ば
皆
供
仏
の
志
を
止
め
、

念
仏
の
者
に
あ
ら
ざ
れ
ば
早
く
施
僧
の
懐
を
忘
る
。
故
に
仏
堂
零
落
し
て
瓦
松
の
煙
老
い
、
僧
房
荒
廃
し
て
庭
草
の
露
深
し
。
し
か
り
と

い
え
ど
も
、
各
護
惜
の
心
を
捨
て
て
、
並
に
建
立
の
思
を
廃
す
。
こ
こ
を
も
つ
て
住
持
の
聖
僧
行
き
て
帰
ら
ず
。
守
護
の
善
神
去
り
て
来

る
こ
と
な
し
。
こ
れ
偏
に
法
然
の
選
択
に
依
る
な
り
。」

（
昭
和
定
本
二
一
七
頁
）

①
『
選
択
集
』
の
念
仏
信
仰
を
す
る
と
、「
捨
閉
閣
抛
」
の
教
え
を
実
行
し
、
②
阿
弥
陀
仏
以
外
の
仏
・
経
を
信
仰
せ
ず
供
養
し
な
く
な

`

る
と
、
③
旧
来
の
寺
院
が
没
落
し
荒
廃
す
る
。
③
こ
れ
は
、
神
仏
に
対
す
る
礼
儀
の
欠
如
で
あ
る
と
共
に
、
世
の
中
に
倫
理
崩
壊
を
も
た

`

ら
し
た
。
ま
た
、
③
供
養
し
な
く
な
る
事
に
よ
り
守
護
の
善
神
・
聖
人
が
国
を
捨
て
去
る
こ
と
と
な
る
。

④
五
常
を
破
る
→
⑤
五
戒
を
破
る
→
⑥
災
難
が
起
こ
る

Ａ
『
災
難
興
起
由
来
』『
災
難
対
治
鈔
』

「
答
え
て
曰
く
、
仏
法
い
ま
だ
漢
土
に
渡
ら
ざ
る
前
は
、
黄
帝
等
五
常
を
以
て
国
を
治
む
。
そ
の
五
常
は
、
仏
法
渡
り
て
後
に
こ
れ
を
見

れ
ば
、
す
な
わ
ち
五
戒
な
り
。
老
子
・
孔
子
等
も
ま
た
仏
遠
く
未
来
を
鑑
み
、
国
土
に
和
し
、
仏
法
を
信
ぜ
し
め
ん
が
た
め
に
遣
す
と
こ

ろ
の
三
聖
な
り
。
夏
の
桀
・
殷
の
紂
・
周
の
幽
等
の
、
五
常
を
破
つ
て
国
を
亡
す
は
、
す
な
わ
ち
五
戒
を
破
る
に
当
る
な
り
。
ま
た
人
身

を
受
け
て
国
主
と
成
る
は
必
ず
五
戒
・
十
善
に
依
る
。
外
典
は
浅
近
の
故
に
過
去
の
修
因
・
未
来
の
得
果
を
論
ぜ
ず
と
い
え
ど
も
、
五
戒
・

〔 〕二
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十
善
を
持
ち
て
国
王
と
成
る
。
故
に
人
五
常
を
破
る
こ
と
あ
れ
ば
、
上
天
変
頻
に
顕
れ
、
下
地
夭
間
侵
す
も
の
な
り
。」

『
災
難
興
起
由
来
』（
昭
和
定
本
一
五
八
頁
）

「
答
え
て
曰
く
、
彼
の
時
も
ま
た
災
難
あ
り
。
云
く
、
五
常
を
破
り
、
仏
法
を
失
い
し
者
こ
れ
あ
る
が
故
な
り
。
い
わ
ゆ
る
周
の
宇
文
・

元
嵩
等
こ
れ
な
り
。
難
じ
て
曰
く
、
今
の
世
の
災
難
も
五
常
を
破
り
し
が
故
に
こ
れ
起
る
と
い
わ
ば
、
何
ぞ
必
ず
し
も
選
択
集
流
布
の
失

に
依
ら
ん
や
。

答
え
て
曰
く
、
仏
法
已
前
に
五
常
を
も
つ
て
国
を
治
む
る
は
、
遠
く
仏
誓
を
も
つ
て
国
を
治
む
る
な
り
。
礼
儀
を
破
る
は
仏
の
出
し
た

ま
え
る
五
戒
を
破
る
な
り
。」

『
災
難
対
治
鈔
』（
昭
和
定
本
一
六
八
頁
）

経

証

「
問
う
て
云
く
、
何
を
以
て
こ
れ
を
知
る
。
仏
法
い
ま
だ
漢
土
に
渡
ら
ざ
る
已
前
の
五
常
は
、
仏
教
の
中
の
五
戒
た
る
こ
と
如
何
。
答
え

て
曰
く
、
襖
金
光
明
経
に
云
く
、〔
一
切
世
間
の
所
有
の
善
論
は
皆
こ
の
経
に
よ
る
〕
と
。
法
華
経
に
云
く
、〔
も
し
俗
間
の
経
書
・
治
世

の
語
言
・
資
生
等
を
説
く
に
皆
正
法
に
順
ず
〕
と
。
普
賢
経
に
云
く
、〔
正
法
を
も
つ
て
国
を
治
め
、
人
民
を
邪
枉
せ
ず
、
こ
れ
を
第
三
の

懺
悔
を
修
す
と
名
く
〕
と
。
鴬
涅
槃
経
に
云
く
、〔
一
切
世
間
の
外
道
の
経
書
は
、
皆
こ
れ
仏
説
に
し
て
外
道
の
説
に
非
ず
〕
と
。
鴎
止
観

に
云
く
、〔
も
し
深
く
世
法
を
識
れ
ば
、
即
ち
こ
れ
仏
法
な
り
〕
と
。
黄
弘
決
に
云
く
、〔
礼
楽
前
に
馳
せ
、
真
道
後
に
啓
く
〕
と
。
広
釈

に
云
く
、〔
岡
仏
三
人
を
遣
し
て
旦
く
真
旦
を
化
し
、
五
常
を
以
て
五
戒
の
方
を
開
く
。（
以
下
略
）〕」

『
災
難
興
起
由
来
』（
昭
和
定
本
一
五
八
～
九
頁
）、『
災
難
対
治
鈔
』（
昭
和
定
本
一
六
九
頁
）

こ
の
様
に
、
④
五
常
・
⑤
五
戒
を
破
す
事
に
よ
り
⑥
災
難
が
起
き
る
と
い
う
相
関
性
に
つ
い
て
は
、『
災
難
興
起
由
来
』『
災
難
対
治
鈔
』
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に
経
証
と
し
て
引
用
さ
れ
た
『
止
観
・
弘
決
』
の
文
の
周
辺
に
、
そ
の
説
明
が
見
ら
れ
る
。
前
御
遺
文
中
襖
～
岡
の
文
（
経
証
）
は
、
次

の
『
止
観
・
弘
決
』
の
文
中
襖
～
岡
の
文
に
そ
れ
そ
ぞ
れ
該
当
す
る
。

『
摩
訶
止
觀
』
巻
第
六
上

四
破
法
遍

世
間
の
法
薬

「
釈
論
に
云
く
、〔（
中
略
）
衆
生
も
亦
爾
な
り
、
ま
さ
に
三
途
に
堕
す
べ
き
に
、
聖
人
が
愍
念
し
て
世
の
善
法
を
以
て
、
権
に
こ
れ
を
接

引
し
て
悪
趣
を
免
が
れ
し
む
。
然
る
に
世
の
法
薬
は
、
凡
愚
は
本
よ
り
自
ら
知
ら
ざ
る
も
、
皆
こ
れ
聖
人
が
迹
を
託
し
て
凡
に
同
じ
、
無

仏
の
世
に
出
で
て
董
蒙
を
誘
誨
し
た
ま
う
な
り
〕
と
。

鴬
大
経
に
云
く
、〔
一
切
世
間
の
外
道
の
経
書
は
、
み
な
こ
れ
仏
説
な
り
、
外
道
の
説
に
非
ず
〕
と
。

襖
金
光
明
に
云
く
、〔
一
切
の
世
間
の
所
有
の
善
論
は
、
み
な
こ
の
経
に
因
る
。
鴎
も
し
深
く
世
法
を
識
れ
ば
、
す
な
わ
ち
こ
れ
仏
法
な

り
〕
と
。

な
に
を
も
っ
て
の
故
ぞ
。
十
善
を
束
ぬ
れ
ば
す
な
わ
ち
こ
れ
五
戒
な
り
。
深
く
五
常
五
行
を
知
る
は
、
義
ま
た
五
戒
に
似
た
り
。
仁
慈

矜
養
し
て
他
を
害
せ
ざ
る
は
、
す
な
わ
ち
不
殺
戒
な
り
。
義
譲
推
廉
に
し
て
お
の
れ
を
抽
い
て
か
れ
に
恵
む
は
、
こ
れ
不
盗
戒
な
り
。
礼

制
親
規
矩
、
髪
を
結
い
親
を
成
す
は
、
す
な
わ
ち
不
邪
婬
戒
な
り
。
智
鑒
明
利
、
所
為
秉
直
に
し
て
道
理
に
中
当
す
る
は
、
す
な
わ
ち
不

飲
酒
戒
な
り
。
信
は
実
録
に
契
い
誠
節
欺
む
か
ざ
る
は
、
こ
れ
不
妄
語
戒
な
り
。
周
孔
は
こ
の
五
常
を
立
て
て
世
間
の
法
薬
と
な
し
、
人

の
病
を
救
治
す
。

ま
た
五
行
は
五
戒
に
似
た
り
。
不
殺
は
木
を
防
ぎ
、
不
盗
は
金
を
防
ぎ
、
不
婬
は
水
を
防
ぎ
、
不
妄
語
は
土
を
防
ぎ
、
不
飲
酒
は
火
を

防
ぐ
。
ま
た
五
経
は
五
戒
に
似
た
り
、
礼
は
節
に
趣
く
こ
と
を
明
か
す
、
こ
れ
は
飲
酒
を
防
ぐ
。
楽
が
心
を
和
す
る
は
淫
を
防
ぎ
、
詩
が

風
刺
す
る
は
殺
を
防
ぎ
、
尚
書
が
義
譲
を
明
か
す
は
盗
を
防
ぎ
、
易
が
陰
陽
を
測
る
は
妄
語
を
防
ぐ
。
是
の
如
き
等
の
世
智
の
法
、
精
し

く
は
其
の
極
に
通
ず
、
能
く
逾
ゆ
る
こ
と
な
く
、
能
く
勝
る
る
こ
と
な
し
、
咸
く
信
伏
せ
し
め
て
而
し
て
之
を
師
導
す
。」
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（
仏
教
体
系
『
摩
訶
止
觀
』
第
四
、
一
五
七
～
九
頁
）

『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
第
六
の
二
（
前
文
の
解
釈
）
（『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
昭
和
定
本
三
頁
）

「
ま
た
、【
五
行
は
五
戒
に
似
た
り
】
と
は
、
略
し
て
白
虎
通
・
博
物
誌
の
意
を
以
て
其
の
相
を
会
釈
せ
ば
、
木
は
東
方
を
主
ど
り
、
東
方

は
肝
を
主
ど
り
、
肝
は
眼
を
主
ど
り
、
眼
は
春
を
主
ど
り
、
春
は
生
を
主
ど
る
。
生
存
ず
れ
ば
則
ち
木
安
ず
。
故
に
不
殺
は
以
て
木
を
防

ぐ
を
云
う
。
金
は
西
方
を
主
ど
り
、
西
方
は
肺
を
主
ど
り
、
肺
は
鼻
を
主
ど
り
、
鼻
は
秋
を
主
ど
り
、
秋
は
収
を
主
ど
る
。
収
蔵
す
れ
ば

則
ち
金
安
ず
。
故
に
不
盜
は
以
て
金
を
防
ぐ
。
水
は
北
方
を
主
ど
り
、
北
方
は
腎
を
主
ど
り
、
腎
は
耳
を
主
ど
り
、
耳
は
冬
を
主
ど
る
。

婬
盛
す
れ
ば
則
ち
水
増
す
。
故
に
不
婬
は
以
て
水
を
禁
ず
。
土
は
中
央
を
主
ど
り
、
中
央
は
脾
を
主
ど
り
、
脾
は
身
を
主
ど
る
。
土
は
四

季
に
王
た
り
。
故
に
提
謂
経
に
云
く
、
不
妄
語
は
四
時
の
如
し
。
身
は
四
根
に
徧
ね
し
。
妄
語
亦
爾
な
り
。
諸
根
に
徧
じ
て
、
心
に
違
し

て
説
く
が
故
に
。
火
は
南
方
を
主
ど
り
、
南
方
は
心
を
主
ど
り
、
心
は
舌
を
主
ど
り
、
舌
は
夏
を
主
ど
る
。
酒
乱
ず
れ
ば
火
を
増
す
。
故

に
不
飲
酒
は
以
て
火
を
防
ぐ
。」

（
仏
教
体
系
『
摩
訶
止
觀
』
第
四
、
一
六
〇
頁
）

『
白
虎
通
』
…
後
漢
代
の
五
経
の
解
説
書
、
五
行
篇
に
五
行
説
を
説
く
。

『
摩
訶
止
觀
』
巻
第
六
下

四
破
法
遍

「
元
古
混
沌
と
し
て
未
だ
出
世
に
宜
し
か
ら
ず
、
辺
表
の
根
性
は
仏
の
興
る
を
感
ぜ
ず
、
岡
わ
れ
三
聖
を
遣
わ
し
て
か
の
真
丹
を
化
せ
し

む
、`

黄
礼
義
ま
え
に
開
き
、
大
小
乗
の
経
は
し
か
し
て
の
ち
に
信
ず
べ
し
と
。
真
丹
す
で
に
然
れ
ば
十
方
も
ま
た
爾
な
り
。
故
に
ま
え
に

世
法
を
も
ち
い
て
こ
れ
を
授
与
す
。」

『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
第
六
下
（
前
文
の
解
釈
）

「
佛
教
の
流
化
實
に
茲
に
頼
る
。
黄
禮
樂
前
に
驅
せ
、
眞
道
後
に
啓
く
。」

「
三
聖
」
…
孔
子
・
老
子
・
顔
回
（
孔
子
の
弟
子
）
（
仏
教
体
系
『
摩
訶
止
觀
』
第
四
、
一
七
六
頁
）
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こ
れ
等
の
文
章
は
、『
摩
訶
止
觀
』
十
乗
観
法
中
、
第
四
破
法
遍
の
中
、
空
よ
り
仮
の
現
実
に
出
た
「
入
仮
」
の
菩
薩
が
、
世
間
の
衆
生

の
煩
悩
に
覆
わ
れ
た
状
態
を
「
病
」
に
見
立
て
、
仏
法
を
「
薬
」
と
し
て
施
す
方
法
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
三
種
の
法
薬
の
内
、「
世
間
の

法
薬
」
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
前
御
遺
文
中
に
経
証
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
襖
～
岡
の
文
は
、
こ
の
『
止
観
・
弘
決
』
の
文
中
の
襖
～
岡
に

そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
事
か
ら
、
こ
の
『
摩
訶
止
觀
』「
世
間
の
法
薬
」
所
説
の
理
論
が
、『
災
難
興
起
由
来
』
や
『
災
難
対
治
鈔
』
に
説
か

れ
る
五
常
が
五
戒
と
な
る
経
緯
や
、
五
常
・
五
戒
を
破
す
事
に
よ
り
世
間
に
災
難
が
起
き
る
と
い
う
相
関
性
に
内
在
す
る
理
論
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
事
が
確
認
で
き
る
。

「
十
善
を
束
ぬ
れ
ば
す
な
わ
ち
こ
れ
五
戒
な
り
。
深
く
五
常
五
行
を
知
る
は
、
義
ま
た
五
戒
に
似
た
り
。」
仏
教
伝
来
以
前
、「
聖
人
が

迹
を
託
し
て
凡
に
同
じ
、
無
仏
の
世
に
出
で
て
董
蒙
を
誘
誨
し
た
ま
う
な
り
」
と
、
聖
人
が
無
仏
の
世
に
出
で
て
、
衆
生
に
五
常
五
行
等

を
説
き
仏
法
伝
来
の
先
駆
け
と
し
て
教
え
導
い
て
き
た
の
で
あ
る
（「
禮
樂
前
に
驅
せ
、
眞
道
後
に
啓
く
。」）
か
ら
、
仏
法
伝
来
し
て
五
戒

が
弘
ま
れ
ば
、
世
法
の
五
常
五
行
は
仏
法
の
五
戒
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
と
す
る
。
こ
の
経
証
と
し
て
襖
～
岡
を
上
げ
て
い
る
の

で
あ
る
。〔
岡
黄
等
、
儒
道
思
想
を
仏
法
伝
来
の
先
駆
け
と
み
る
思
想
は
、『
開
目
抄
』（
昭
和
定
本
五
三
六
頁
）
に
同
文
が
引
用
さ
れ
る
通

り
、
佐
後
の
思
想
に
受
継
が
れ
る
事
と
な
る
。〕

次
の
表
・
図
は
、
前
掲
『
摩
訶
止
觀
』『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』（
仏
教
体
系
『
摩
訶
止
觀
』
第
四
、
一
五
七
～
一
六
〇
頁
）「
深
く
五
常
五

行
を
知
る
は
、
義
ま
た
五
戒
に
似
た
り
。」
以
下
に
説
か
れ
る
五
戒
【
仏
法
】
と
五
常
・
五
経
・
五
行
等
【
世
法
】
の
相
関
関
係
を
図
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
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【
仏
法
】

【
世
法
】

〔
相
生
・
相
剋
図
〕

五

戒

五
常

五
経

五
行

五
方

五
臓

五
識

五
時

不
殺
生
戒

仁

詩

木

東

肝

眼

春

不
偸
盗
戒

義

尚

金

西

肺

鼻

秋

不
邪
婬
戒

礼

楽

水

北

腎

耳

冬

不
飲
酒
戒

智

礼

火

南

心

舌

夏

不
妄
語
戒

信

易

土

中
央

脾

身

土
用

「
但
だ
五
と
説
く
は
、
是
れ
天
地
の
根
、
太
乙
の
始
め
、
神
気
の
始
め
な
り
。
以
て
天
地
を
治
し
、
陰
陽
を
制
御
し
、
萬
物
を
成
就
す
。

衆
生
の
霊
な
り
。
天
之
を
持
し
て
陰
陽
を
和
し
、
地
之
を
持
し
て
萬
物
を
生
ず
。
人
之
を
持
し
て
五
臓
を
安
ん
ず
。
天
地
の
神
、
萬
物
の

祖
な
り
。
是
の
故
に
但
だ
五
な
り
。」

『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
仏
教
体
系
『
摩
訶
止
觀
』
第
四
、
一
五
九
頁

春
秋
戦
国
時
代
成
立
、
陰
陽
五
行
説
で
は
、
万
物
生
成
の
根
源
で
あ
る
太
極
が
陰
陽
二
気
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
陰
の
強
弱
（
水
・
金
）、

陽
の
強
弱
（
火
・
木
）、
中
間
（
土
）
の
五
分
し
た
も
の
が
「
五
行
」
で
あ
り
、
こ
の
五
行
が
各
強
弱
に
分
化
す
る
と
十
干
十
二
支
、
さ
ら

に
各
強
弱
に
分
化
す
る
と
二
十
四
節
気
と
な
り
、
こ
の
間
に
万
物
が
生
成
さ
れ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
万
物
に
は
五
行
の
元
気
が
内

在
し
、
五
行
に
は
、
木
か
ら
火
を
、
火
か
ら
土
を
、
土
か
ら
金
を
、
金
か
ら
水
を
、
水
か
ら
木
を
生
ず
る
「
相
生
」
と
、
木
は
土
に
、
土

は
水
に
、
水
は
火
に
、
火
は
金
に
、
金
は
木
に
剋
つ
「
相
剋
」
と
い
う
二
種
の
関
係
（〔
相
生
・
相
剋
図
〕
参
照
）
が
あ
り
、「
相
生
」「
相

剋
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
で
万
物
に
内
在
す
る
五
行
の
調
和
が
保
た
れ
る
と
す
る
。

儒
教
に
お
い
て
は
、
前
漢
代
の
董
仲
舒
が
、
当
時
流
行
し
た
五
行
説
の
影
響
を
受
け
て
仁
・
義
・
礼
・
智
の
四
徳
に
信
を
加
え
、
仁
・

義
・
礼
・
智
・
信
の
五
徳
（
五
常
）
と
し
、
五
行
に
配
当
し
た
も
の
が
始
ま
り
で
あ
る
と
い
う
（『
中
国
哲
学
』
宇
野
哲
人
）。
以
降
、
国
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王
が
五
常
を
保
つ
政
治
を
行
う
こ
と
で
天
地
人
の
五
行
が
相
関
し
て
整
い
、
平
和
な
世
の
中
と
な
る
説
が
成
立
す
る
（「
黄
帝
等
五
常
を
以

て
国
を
治
む
」）。『
立
正
安
国
論
』
で
云
う
「
羲
農
之
世
」（
昭
和
定
本
二
二
四
頁
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
五
常
を
破
す
行
為
は
、
天

地
人
の
五
行
が
相
関
し
て
乱
れ
、
世
の
中
に
災
難
を
も
た
ら
す
事
と
な
り
（「
故
に
人
五
常
を
破
る
こ
と
あ
れ
ば
、
上
天
変
頻
に
顕
れ
、
下

地
夭
間
侵
す
も
の
な
り
」）、
国
を
亡
ぼ
す
（「
五
常
を
破
つ
て
国
を
亡
す
」）。

こ
の
様
な
、
中
国
古
典
の
五
行
相
関
・
天
人
相
関
説
に
基
づ
く
、
国
王
を
中
心
と
し
、
倫
理
道
徳
と
一
体
と
な
っ
た
政
治
理
念
（
徳
治

政
治
）
の
把
握
が
、
宗
祖
の
鎌
倉
幕
府
前
執
権
（
国
主
）
へ
の
『
立
正
安
国
論
』
上
奏
の
契
機
と
な
っ
た
訳
で
あ
る
。

天
台
教
学
に
お
い
て
、
前
記
の
「
深
く
五
常
五
行
を
知
る
は
、
義
ま
た
五
戒
に
似
た
り
。」
と
、
五
常
五
行
を
五
戒
と
会
通
す
る
思
想

は
、
法
華
経
の
開
会
思
想
中
、「
就
類
種
開
会
」
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
同
種
類
の
も
の
に
お
け
る
開
会
で
あ
り
、
こ
の
場

合
、【
佛
法
】
の
五
戒
の
下
に
五
常
・
五
経
等
儒
教
を
始
と
し
た
中
国
思
想
を
【
世
法
】
と
し
て
開
会
す
る
事
か
ら
、「
俗
諦
開
会
」
で
も

あ
る
。
開
会
以
後
（
仏
法
伝
来
以
後
）、【
仏
法
】
で
あ
る
「
五
戒
」
を
守
る
事
で
、【
世
法
】
で
あ
る
天
地
人
の
「
五
行
」
の
相
関
性
を
統

制
す
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

「
今
の
世
の
災
難
も
五
常
を
破
り
し
が
故
に
こ
れ
起
る
と
い
わ
ば
、
何
ぞ
必
ず
し
も
選
択
集
流
布
の
失
に
依
ら
ん
や
。
答
え
て
曰
く
、
仏

法
已
前
に
五
常
を
も
つ
て
国
を
治
む
る
は
、
遠
く
仏
誓
を
も
つ
て
国
を
治
む
る
な
り
。
礼
儀
を
破
る
は
仏
の
出
し
た
ま
え
る
五
戒
を
破
る

な
り
。」

『
災
難
対
治
鈔
』（
昭
和
定
本
一
六
八
頁
）

こ
の
様
に
、
前
記
『
摩
訶
止
觀
』
所
説
の
五
戒
と
五
常
五
行
の
相
関
性
を
説
く
「
就
類
種
開
会
」
の
思
想
を
根
拠
と
し
て
、
①
②
法
然

の
『
選
択
集
』
に
基
く
念
仏
信
仰
に
よ
り
、
③
国
民
が
礼
儀
を
失
い
④
「
五
常
」
⑤
「
五
戒
」
を
破
す
と
天
地
人
に
相
関
す
る
「
五
行
」

が
乱
れ
て
⑥
世
の
中
に
災
難
が
起
き
る
と
説
明
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。

以
上
の
経
緯
を
以
て
、
①
選
択
集
流
布
→
②
「
捨
閉
閣
抛
」
→
③
礼
儀
を
破
る
→
④
五
常
を
破
る
→
⑤
五
戒
を
破
る
→
⑥
災
難
が
起
き

る
。
と
、
な
る
の
で
あ
る
。
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宗
祖
二
十
一
歳
の
著
作
と
さ
れ
る
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』（
昭
和
定
本
三
頁
）
に
お
い
て
、『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
の
五
常
五
行
即
五
戒

の
解
説
文
（
前
掲
）
を
上
げ
、
五
戒
と
五
常
五
行
の
相
関
性
を
説
き
、「
五
戒
破
る
れ
ば
此
国
土
次
第
に
衰
へ
、
又
重
て
五
戒
を
持
た
ず
し

て
此
身
の
上
に
悪
業
を
作
れ
ば
、
五
戒
の
戒
体
破
失
し
て
三
途
に
入
る
べ
し
。
是
凡
夫
の
戒
体
也
。」
と
、
五
戒
を
破
戒
す
る
と
戒
体
も
破

し
て
天
地
人
の
陰
陽
五
行
説
に
基
づ
く
相
関
性
が
崩
れ
て
国
土
や
人
民
に
災
難
が
起
こ
る
と
説
か
れ
た
。
す
な
わ
ち
、【
世
法
】
に
内
在
す

る
五
行
の
元
気
を
【
仏
法
】
の
定
具
戒
に
お
け
る
受
戒
に
よ
り
発
得
す
る
「
戒
体
」
す
な
わ
ち
防
非
止
悪
の
力
（
無
表
色
）
へ
と
開
会
す

る
事
に
よ
り
、【
仏
法
】
の
五
戒
の
戒
体
が
【
世
法
】
へ
と
相
関
し
て
与
え
る
影
響
を
説
か
れ
た
訳
で
あ
る
。

こ
の
様
な
宗
祖
の
初
期
思
想
に
み
ら
れ
る
『
摩
訶
止
觀
』「
世
間
の
法
薬
」
所
説
の
五
戒
と
五
常
五
行
の
相
関
性
を
説
く
理
論
が
、『
災

難
興
起
由
来
』『
災
難
対
治
鈔
』
に
応
用
さ
れ
た
事
が
理
解
で
き
る
。

真
蹟
図
録
で
は
、
三
五
『
五
行
事
』（
昭
和
定
本
二
九
一
八
～
二
一
頁
）
に
五
戒
と
他
の
五
行
を
同
様
に
配
当
し
た
図
が
見
ら
れ
る
。

Ｂ
『
立
正
安
国
論
』

【
第
五
問
答
・
答
】

「
止
観
の
第
二
に
史
記
を
引
い
て
云
く
、〔
周
の
末
に
被
髪
袒
身
に
し
て
礼
度
に
依
ら
ざ
る
者
あ
り
〕
と
。
弘
決
の
第
二
に
こ
の
文
を
釈

す
る
に
、
左
伝
を
引
い
て
曰
く
、〔
初
め
平
王
の
東
遷
す
る
や
、
伊
川
に
髪
を
被
る
者
、
野
に
お
い
て
祭
る
を
見
る
。
識
者
の
曰
く
、
百
年

に
及
ば
じ
、
そ
の
礼
先
ず
亡
び
ぬ
〕
と
。
こ
こ
に
知
り
ぬ
。
徴
前
に
顕
わ
れ
、
災
後
に
致
る
こ
と
を
。
ま
た
〔
阮
藉
逸
才
に
し
て
蓬
頭
散

帯
す
。
後
に
公
卿
の
子
孫
皆
こ
れ
に
教
い
、
奴
苟
相
辱
し
む
る
者
を
方
に
自
然
に
達
す
と
い
い
、

節
競
持
す
る
者
を
呼
ん
で
田
舎
と
な

す
。
司
馬
氏
の
滅
ぶ
る
相
と
な
す
〕
と
〈
已
上
〉。
ま
た
慈
覚
大
師
の
入
唐
巡
礼
記
を
案
ず
る
に
云
く
、〔
唐
の
武
宗
皇
帝
の
会
昌
元
年
、

勅
し
て
章
敬
寺
の
鏡
霜
法
師
を
し
て
、
諸
寺
に
お
い
て
弥
陀
念
仏
の
教
を
伝
え
し
む
。
寺
毎
に
三
日
巡
輪
す
る
こ
と
絶
え
ず
。
同
二
年
、
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回
鶻
国
の
軍
兵
等
、
唐
の
堺
を
侵
す
。
同
三
年
、
河
北
の
節
度
使
忽
ち
乱
を
起
す
。
そ
の
後
、
大
蕃
国
ま
た
命
を
拒
み
、
回
鶻
国
重
ね
て

地
を
奪
う
。
お
よ
そ
兵
乱
は
秦
項
の
代
に
同
じ
く
、
災
火
は
邑
里
の
際
に
起
る
。
い
か
に
い
わ
ん
や
、
武
宗
大
に
仏
法
を
破
し
、
多
く
寺

塔
を
滅
す
。
乱
を
揆
む
る
こ
と
能
わ
ず
し
て
、
遂
に
も
つ
て
事
あ
り
〕
と
〈
已
上
取
意
〉。」

（
昭
和
定
本
二
一
八
頁
）

『
災
難
興
起
由
来
』『
災
難
対
治
鈔
』
で
は
、
③
礼
儀
を
破
る
→
④
五
常
を
破
る
→
⑤
五
戒
を
破
る
→
⑥
災
難
が
起
き
る
。
と
い
う
経
緯

を
『
摩
訶
止
觀
』
巻
第
六
上
「
世
間
の
法
薬
」
所
説
の
五
戒
と
五
常
五
行
の
相
関
性
を
説
く
理
論
で
説
明
し
た
が
、『
立
正
安
国
論
』
で

は
、
こ
の
文
は
用
い
ず
、『
摩
訶
止
觀
』
巻
第
二
下
「
止
観
大
意
」
所
説
の
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
史
記
』（
前
漢
、
司
馬
遷
著
）
の
引

用
文
の
前
文
は
、
正
し
い
観
心
を
行
じ
ず
悪
法
に
つ
く
師
が
、「
持
戒
修
善
の
者
を
笑
っ
て
、
謂
て
非
道
と
言
い
、
純
ら
諸
人
に
教
え
て
徧

く
衆
悪
を
造
ら
し
む
。」「
そ
の
所
説
を
聞
く
に
そ
の
欲
情
に
順
ず
れ
ば
み
な
信
伏
随
従
し
、
禁
戒
を
放
捨
し
、」
と
、
衆
生
に
対
し
破
戒
行

為
を
指
導
し
た
為
、
遂
に
仏
法
を
滅
し
国
を
亡
ぼ
し
た
と
あ
り
（
仏
教
体
系
『
摩
訶
止
觀
』
第
二
、
四
九
～
五
四
頁
）
、
そ
の
例
と
し

て
、『
史
記
』
の
文
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
。

『
止
観
・
弘
決
』
の
『
史
記
』『
左
伝
』（
春
秋
左
氏
伝
）
よ
り
③
礼
儀
を
破
る
→
⑥
災
難
が
起
き
る
。
国
が
滅
ぶ
。『
入
唐
求
法
巡
礼
行

記
』
よ
り
、
念
仏
を
弘
め
る
→
⑥
災
難
が
起
き
る
。
国
が
滅
ぶ
。
と
、『
立
正
安
国
論
』
で
は
、『
摩
訶
止
觀
』
巻
第
六
上
「
世
間
の
法
薬
」

の
文
を
用
い
て
い
な
い
が
、
五
戒
と
五
常
五
行
の
相
関
性
を
説
く
理
論
は
内
在
原
理
に
留
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
直
接
的
に
は
、
次
に

示
す
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

『
断
１
７
７
』（
真
蹟
断
簡
）

「
正
嘉
元
年
太
歳
丁
巳
八
月
廿
三
日
戍
亥
尅
先
代
□
□
大
地
振
外
典
者
種
々
勘
文
雖
爾
□
他
国
此
の
国
を
責
む
可
し
と
之
□
勘
文
之
無

し
。
日
蓮
あ
に
□
□
み
を
な
す
と
こ
ろ
正
嘉
二
年
戊
午
八
月
一
日
大
風
、
同
三
年
己
未
飢
饉
、
正
元
元
年
己
未
同
三
年
庚
申

流
罪
せ
ら
れ
弘
長
三
年
癸
亥
二
月
廿
四
日
御
赦
免
。
文
永
元
年
甲
子
七
月
上
旬
の
四
五
日
、
東
方
に
彗
星
出
て
光
□
□
大
体
一
国
に
満
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つ
。
陰
陽
家
一
々
勘
文
す
。
然
り
と
雖
も
止
絶
他
国
此
国
□
□
□
知
之
但
助
利
一
人
知
□
□
人
不
用
之
如
是
次
第
、
文
永
□
年
□
今
年
文

永
五
年
戊
辰
正
月
上
旬

豊
前
□
□
□
至
以
蒙
古
国
朝
状
を
以
て
□
□
鎌
倉
殿
。
日
蓮
の
勘
文
宛
も
符
契
の
如
し
。」

（「
昭
和
定
本
」
二
五
三
三
頁
）

右
文
の
内
容
は
、
正
嘉
元
年
よ
り
文
永
元
年
に
至
る
天
変
地
異
（
正
嘉
元
年
大
地
震
・
正
嘉
二
年
大
風
・
正
嘉
三
年
飢
饉
・
文
永
元
年

東
方
に
彗
星
出
現
）
に
対
す
る
陰
陽
師
等
の
「
勘
文
」
に
は
、「
他
国
侵
逼
難
」
の
予
言
は
無
く
、
宗
祖
の
『
立
正
安
国
論
』
の
み
が
こ
の

「
他
国
侵
逼
難
」（
蒙
古
襲
来
）
を
的
中
さ
せ
た
と
の
意
味
で
あ
る
が
、
こ
の
様
に
、
陰
陽
師
等
が
天
変
地
異
に
対
す
る
所
見
を
鎌
倉
幕
府

へ
「
勘
文
」
と
し
て
提
出
し
て
い
た
こ
と
が
認
識
で
き
る
。

陰
陽
師
は
、
陰
陽
五
行
説
に
基
づ
い
た
天
文
観
測
の
結
果
を
「
勘
文
」
と
し
て
鎌
倉
幕
府
に
提
出
し
て
い
た
為
、
宗
祖
は
、「
私
的
勘

文
」
で
あ
る
『
立
正
安
国
論
』
に
お
い
て
陰
陽
師
等
と
の
理
論
の
競
合
を
避
け
、
仏
説
で
あ
る
自
論
と
の
差
別
化
を
図
る
為
、
陰
陽
五
行

説
を
含
む
『
摩
訶
止
觀
』
巻
第
六
上
「
世
間
の
法
薬
」
の
説
を
内
在
原
理
に
留
め
て
省
略
し
、『
止
観
・
弘
決
』
所
説
の
『
史
記
』『
左
伝
』

の
文
を
引
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
等
の
作
業
は
、
儒
者
と
し
て
中
国
古
典
に
造
詣
の
深
い
大
学
三
郎
の
校
正
を
受
け
た
際

に
助
言
を
得
て
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑦
『
選
択
集
』
法
謗
・
破
戒
を
『
涅
槃
経
』
一
闡
提
＝
破
戒
者
と
規
定
→
⑧
一
闡
提
（
念
仏
者
）
へ
の
布
施
の
禁
止

Ａ
『
災
難
興
起
由
来
』『
災
難
対
治
鈔
』

「
問
う
て
曰
く
、
如
何
が
対
治
す
べ
き
。
答
え
て
曰
く
、
治
方
ま
た
経
に
こ
れ
あ
り
。
涅
槃
経
に
云
く
、〔
仏
言
く
、
た
だ
一
人
を
除
き

て
余
の
一
切
に
施
せ
○
正
法
を
誹
謗
し
て
こ
の
重
業
を
造
る
○
た
だ
か
く
の
ご
と
き
一
闡
提
の
輩
を
除
き
て
、
そ
の
余
の
者
に
施
さ
ば
、

〔 〕三
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一
切
讃
歎
す
べ
し
〕と〈
已
上
〉。
こ
の
文
の
ご
と
く
ん
ば
、
施
を
留
め
て
対
治
す
べ
し
と
見
え
た
り
。
こ
の
外
に
も
ま
た
治
方
こ
れ
多
し
。

具
に
出
す
に
暇
あ
ら
ず
。
問
う
て
曰
く
、
謗
法
の
者
に
お
い
て
供
養
を
留
め
、
苦
治
を
加
う
る
に
罪
あ
り
や
い
な
や
。
答
え
て
曰
く
、
涅

槃
経
に
云
く
、〔
今
無
上
の
正
法
を
も
つ
て
、
諸
王
・
大
臣
・
宰
相
・
比
丘
・
比
丘
尼
に
付
属
す
○
正
法
を
毀
る
者
を
ば
、
王
者
・
大
臣
・

四
部
の
衆
、
ま
さ
に
苦
治
す
べ
し
○
な
お
罪
あ
る
こ
と
な
け
ん
〕
と
〈
已
上
〉。

問
う
て
曰
く
、
汝
僧
形
を
も
つ
て
比
丘
の
失
を
顕
す
は
罪
業
に
あ
ら
ず
や
。
答
え
て
曰
く
、
涅
槃
経
に
云
く
、〔
も
し
善
比
丘
あ
り
て
法

を
壊
る
者
を
見
て
、
置
い
て
呵
責
し
駈
遣
し
挙
処
せ
ず
ん
ば
、
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
こ
の
人
は
仏
法
の
中
の
怨
な
り
。
も
し
能
く
駈
遣
し

呵
責
し
挙
処
せ
ば
、
こ
れ
我
弟
子
真
の
声
聞
な
り
〕
と
〈
已
上
〉。
予
、
こ
の
文
を
見
る
が
故
に
、
仏
法
中
怨
の
責
を
免
れ
ん
が
た
め
に
、

見
聞
を
憚
か
ら
ず
、
法
然
上
人
並
に
所
化
の
衆
等
の
阿
鼻
大
城
に
堕
つ
べ
き
由
を
称
す
。」『
災
難
対
治
鈔
』（
昭
和
定
本
一
七
〇
～
一
頁
）、

同
引
用
文
『
災
難
興
起
由
来
』（
昭
和
定
本
一
六
一
～
二
頁
）

⑦
『
選
択
集
』
所
説
「
捨
閉
閣
抛
」
の
法
謗
・
破
戒
を
『
涅
槃
経
』
所
説
の
一
闡
提
と
規
定
し
、
⑧
災
難
を
止
め
る
対
策
と
し
て
『
涅

槃
経
』
所
説
の
一
闡
提
（
念
仏
者
）
へ
の
布
施
の
禁
止
を
示
す
（「
施
を
留
め
て
対
治
す
べ
し
」）。『
立
正
安
国
論
』
で
は
、『
涅
槃
経
』
の

「
破
戒
と
は
謂
く
、
一
闡
提
な
り
。」
と
の
文
（
引
用
文
の
直
前
の
文
）
を
上
げ
、
念
仏
者
が
破
戒
者
で
あ
る
こ
と
を
明
白
に
し
て
い
る
。

「
問
う
て
曰
く
、
謗
法
の
者
に
お
い
て
供
養
を
留
め
、
苦
治
を
加
う
る
に
罪
あ
り
や
い
な
や
。」

「
問
う
て
曰
く
、
汝
僧
形
を
以
て
比
丘
の
失
を
顕
す
は
、
あ
に
不
謗
四
衆
と
不
謗
三
宝
と
の
二
重
の
戒
を
破
る
に
あ
ら
ず
や
。」

念
仏
者
へ
の
布
施
を
禁
止
す
る
行
為
自
体
「
破
戒
」
で
は
な
い
か
。
答
え
と
し
て
、「
正
法
を
毀
る
者
」「
法
を
壊
る
者
を
見
て
、
置
い

て
呵
責
し
駈
遣
し
挙
処
」
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
は
、
破
戒
者
に
対
し
て
呵
責
し
制
す
る
こ
と
を
正
し
い
行
為
と
す
る
『
涅
槃
経
』
の
「
正

法
護
持
」
の
精
神
を
示
し
、「
仏
法
中
怨
の
責
を
免
れ
ん
が
た
め
に
」
を
そ
の
理
由
と
し
て
い
る
。
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Ｂ
『
立
正
安
国
論
』

【
第
六
問
答
・
答
】

「
主
人
の
曰
く
、
予
少
量
た
り
と
い
え
ど
も
、
忝
く
も
大
乗
を
学
す
。
蒼
蠅
、
驥
尾
に
附
し
て
万
里
を
渡
り
、
碧
羅
、
松
頭
に
懸
り
て
千

尋
を
延
ぶ
。
弟
子
一
仏
の
子
と
生
ま
れ
、
諸
経
の
王
に
事
う
。
何
ぞ
仏
法
の
衰
微
を
見
て
、
心
情
の
哀
惜
を
起
さ
ざ
ら
ん
や
。
そ
の
上
、

涅
槃
経
に
云
く
、〔
も
し
善
比
丘
あ
り
て
、
法
を
壊
る
者
を
見
て
、
置
い
て
呵
責
し
駈
遣
し
挙
処
せ
ず
ん
ば
、
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
こ
の
人

は
仏
法
の
中
の
怨
な
り
。
も
し
よ
く
駈
遣
し
呵
責
し
挙
処
せ
ば
、
こ
れ
我
が
弟
子
、
真
の
声
聞
な
り
〕
と
。
余
、
善
比
丘
の
身
た
ら
ず
と

え
ど
も
、
仏
法
中
怨
の
責
を
遁
れ
ん
が
た
め
に
、
た
だ
大
綱
を
撮
つ
て
ほ
ぼ
一
端
を
示
す
。」

（
昭
和
定
本
二
一
九
頁
）

『
立
正
安
国
論
』
に
お
い
て
も
、『
涅
槃
経
』
の
同
文
を
引
き
、「
仏
法
中
怨
の
責
を
遁
れ
ん
が
た
め
に
、
た
だ
大
綱
を
撮
つ
て
ほ
ぼ
一
端

を
示
す
。」
と
、
上
奏
の
理
由
と
し
て
い
る
。

前
掲
の
『
涅
槃
経
』
寿
命
品
の
文
は
、『
守
護
国
家
論
』
の
「
大
文
の
第
四
に
、
謗
法
の
者
を
対
治
す
べ
き
証
文
」
の
「
第
二
に
、
正
し

く
謗
法
の
人
の
王
地
に
処
る
を
対
治
す
べ
き
証
文
」（
昭
和
定
本
一
一
九
頁
）
と
し
て
、
国
内
に
い
る
法
謗
者
を
退
治
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
根
拠
の
証
文
と
し
て
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

【
第
七
問
答
・
答
】

「
す
な
わ
ち
涅
槃
経
に
云
く
、〔
仏
の
言
く
、
た
だ
一
人
を
除
き
て
余
の
一
切
に
施
さ
ば
、
皆
讃
歎
す
べ
し
。
純
陀
問
う
て
言
く
、
云
何

な
る
を
か
名
づ
け
て
唯
除
一
人
と
な
す
。
仏
の
言
く
、
こ
の
経
の
中
に
説
く
と
こ
ろ
の
ご
と
き
は
破
戒
な
り
。
純
陀
ま
た
言
く
、
我
れ
今

い
ま
だ
解
せ
ず
、
た
だ
願
わ
く
は
こ
れ
を
説
き
た
ま
え
。
仏
、
純
陀
に
語
り
て
言
く
、
破
戒
と
は
謂
く
、
一
闡
提
な
り
。
そ
の
余
の
あ
ら
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ゆ
る
一
切
に
布
施
す
る
は
、
皆
讃
歎
す
べ
し
。
大
果
報
を
獲
ん
。
純
陀
ま
た
問
い
た
て
ま
つ
る
。
一
闡
提
と
は
そ
の
義
云
何
。
仏
の
言

く
、
純
陀
、
も
し
比
丘
及
び
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
あ
つ
て
、
麁
悪
の
言
を
発
し
、
正
法
を
誹
謗
し
、
こ
の
重
業
を
造
り
て
永
く
改

悔
せ
ず
、
心
に
懺
悔
な
か
ら
ん
。
か
く
の
ご
と
き
等
の
人
を
名
づ
け
て
一
闡
提
の
道
に
趣
向
す
と
な
す
。
も
し
四
重
を
犯
し
、
五
逆
罪
を

作
り
、
自
ら
定
め
て
か
く
の
ご
と
き
重
事
を
犯
す
と
知
れ
ど
も
、
し
か
も
心
に
初
め
よ
り
怖
畏
・
懺
悔
な
く
、
あ
え
て
発
露
せ
ず
。
彼
の

正
法
に
お
い
て
永
く
護
惜
建
立
の
心
な
く
、
毀
呰
軽
賤
し
て
、
言
に
禍
咎
多
か
ら
ん
。
か
く
の
ご
と
き
等
を
ま
た
一
闡
提
の
道
に
趣
向
す

と
名
づ
く
。
た
だ
か
く
の
ご
と
き
一
闡
提
の
輩
を
除
き
て
、
そ
の
余
に
施
さ
ば
一
切
讃
歎
す
べ
し
〕
と
。」

（
昭
和
定
本
二
二
〇
頁
）

「
破
戒
と
は
謂
く
、
一
闡
提
な
り
。」
と
、
⑦
『
選
択
集
』
所
説
「
捨
閉
閣
抛
」
の
法
謗
・
破
戒
を
『
涅
槃
経
』
所
説
の
一
闡
提
＝
破
戒

者
と
規
定
し
、
⑧
災
難
を
止
め
る
対
策
と
し
て
『
涅
槃
経
』
所
説
の
一
闡
提
（
念
仏
者
）
へ
の
布
施
の
禁
止
を
示
す
。『
災
難
興
起
由
来
』

『
災
難
対
治
鈔
』
の
『
涅
槃
経
』
の
引
用
文
の
前
後
を
増
補
す
る
事
に
よ
り
、
一
闡
提
＝
破
戒
者
の
関
係
を
明
白
に
し
、
一
闡
提
の
破
戒

行
為
を
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
。

※
『
災
難
興
起
由
来
』『
災
難
対
治
鈔
』
は
、
以
上
を
結
論
と
し
て
終
わ
る
が
、『
立
正
安
国
論
』
で
は
、
以
降
、『
守
護
国
家
論
』
で
示

さ
れ
た
法
華
経
の
戒
の
流
通
分
で
あ
る
『
涅
槃
経
』
の
「
正
法
護
持
」
の
精
神
を
展
開
す
る
。

三
、『
立
正
安
国
論
』
に
お
け
る
『
涅
槃
経
』
正
法
護
持
思
想
の
展
開

【
第
七
～
八
問
答
】

次
の
⑴
～
⑺
で
は
、『
立
正
安
国
論
』
の
第
七
～
八
問
答
に
お
け
る
展
開
を
み
て
ゆ
く
事
と
す
る
。
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⑴
『
涅
槃
経
』
聖
行
品
と
⑵
『
涅
槃
経
』
金
剛
身
品
の
文
は
、『
守
護
国
家
論
』
の
「
大
文
の
第
四
に
、
謗
法
の
者
を
対
治
す
べ
き
証

文
」（
⑴
昭
和
定
本
一
一
八
頁
、
⑵
昭
和
定
本
一
一
五
頁
）
と
し
て
引
用
さ
れ
た
経
文
で
あ
る
。
ま
た
、
⑶
『
涅
槃
経
』
金
剛
身
品
の

文
は
、「
大
文
の
第
六
に
、
法
華
・
涅
槃
に
依
る
行
者
の
用
心
」（
昭
和
定
本
一
二
五
頁
）
と
し
て
引
用
さ
れ
た
経
文
で
あ
る
。

こ
の
様
に
、『
立
正
安
国
論
』
の
第
七
～
八
問
答
で
は
、『
守
護
国
家
論
』
で
研
究
さ
れ
た
『
涅
槃
経
』
の
「
正
法
護
持
」
思
想
を
中
心

に
展
開
す
る
。

【
第
七
問
答
・
答
】

⑴
『
涅
槃
経
』
聖
行
品
の
釈
尊
の
前
世
で
あ
る
仙
予
王
が
大
乗
を
誹
謗
す
る
婆
羅
門
の
命
を
断
っ
た
故
事
や
一
闡
提
の
婆
羅
門
を
殺
し

て
も
罪
報
に
な
ら
な
い
と
い
う
経
説
等
に
よ
り
正
法
護
持
の
例
を
示
す
。

同
じ
く
聖
行
品
を
引
き
、
殺
生
に
上
中
下
の
三
種
が
あ
り
い
づ
れ
も
罪
の
報
い
を
受
け
る
が
、
一
闡
提
の
婆
羅
門
を
殺
し
て
も
三

種
の
外
で
罪
報
に
な
ら
な
い
と
前
説
を
補
足
す
る
。

『
仁
王
経
』『
涅
槃
経
』
を
引
き
、
仏
が
国
王
、
四
部
の
弟
子
等
に
正
法
を
付
属
し
法
謗
者
の
根
絶
を
促
す
を
示
す
。

「
ま
た
云
く
、〔
我
れ
往
昔
を
念
う
に
、
閻
浮
提
に
お
い
て
大
国
の
王
と
な
れ
り
。
名
を
仙
予
と
曰
い
き
。
大
乗
経
典
を
愛
念
し
敬

重
し
、
そ
の
心
純
善
に
し
て
、
麁
悪
嫉

あ
る
こ
と
な
し
。
善
男
子
、
我
れ
そ
の
時
に
お
い
て
、
心
に
大
乗
を
重
ん
ず
。
婆
羅
門
の

方
等
を
誹
謗
す
る
を
聞
き
、
聞
き
已
つ
て
即
時
に
そ
の
命
根
を
断
つ
。
善
男
子
、
こ
の
因
縁
を
も
つ
て
、
こ
れ
よ
り
已
来
地
獄
に
堕

せ
ず
〕
と
。（
中
略
）〔
善
男
子
、
も
し
よ
く
一
闡
提
を
殺
す
こ
と
あ
ら
ん
者
は
、
す
な
わ
ち
こ
の
三
種
の
殺
の
中
に
堕
せ
ず
。
善
男

子
、
彼
の
諸
の
婆
羅
門
等
は
、
一
切
皆
こ
れ
一
闡
提
な
り
〕
と
〈
已
上
〉。」

（
昭
和
定
本
二
二
〇
頁
）

⑵
『
涅
槃
経
』
金
剛
身
品
に
説
か
れ
る
正
法
護
持
の
具
体
的
方
法
と
し
て
「
刀
剣
・
器
杖
を
執
持
」
す
る
事
を
上
げ
、
正
法
護
持
が
持
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戒
と
な
る
事
を
示
す
【
正
法
護
持
即
持
戒
】。

「
ま
た
云
く
、〔
も
し
五
戒
を
受
持
す
る
こ
と
あ
ら
ん
者
は
、
名
づ
け
て
大
乗
の
人
と
な
す
こ
と
を
得
ざ
る
な
り
。
五
戒
を
受
け
ざ

れ
ど
も
、
正
法
を
護
る
を
も
つ
て
、
す
な
わ
ち
大
乗
と
名
づ
く
。
正
法
を
護
る
者
は
、
ま
さ
に
刀
剣
・
器
杖
を
執
持
す
べ
し
。
刀
杖
を
持

つ
と
い
え
ど
も
、
我
れ
こ
れ
ら
を
説
き
て
、
名
づ
け
て
持
戒
と
曰
わ
ん
〕
と
。」

（
昭
和
定
本
二
二
一
頁
）

⑶
『
涅
槃
経
』
金
剛
身
品
に
説
か
れ
る
釈
尊
の
前
世
で
あ
る
有
徳
王
の
国
に
、
迦
葉
の
前
世
で
あ
る
覚
徳
比
丘
が
正
法
護
持
の
為
に
王

と
共
に
破
戒
の
比
丘
と
戦
い
、
来
世
に
お
い
て
同
じ
阿
閦
仏
の
国
の
仏
弟
子
と
な
っ
た
と
い
う
、
正
法
護
持
の
果
報
を
示
す
。

「
ま
た
云
く
、〔（
中
略
）
仏
法
の
末
、
そ
の
時
に
一
の
持
戒
の
比
丘
あ
り
。
名
を
覚
徳
と
曰
う
。
そ
の
時
に
多
く
破
戒
の
比
丘
あ
り
。

こ
の
説
を
な
す
を
聞
き
て
、
皆
悪
心
を
生
じ
、
刀
杖
を
執
持
し
て
、
こ
の
法
師
を
逼
む
。
こ
の
時
の
国
王
、
名
を
有
徳
と
曰
う
。
こ

の
事
を
聞
き
已
つ
て
、
護
法
の
た
め
の
故
に
、
す
な
わ
ち
説
法
者
の
所
に
往
至
し
て
、
こ
の
破
戒
の
諸
の
悪
比
丘
と
極
め
て
共
に
戦

闘
す
。（
中
略
）
迦
葉
、
そ
の
時
の
王
と
は
我
が
身
こ
れ
な
り
。
説
法
の
比
丘
は
迦
葉
仏
こ
れ
な
り
。
迦
葉
、
正
法
を
護
る
者
は
、
か

く
の
ご
と
き
等
の
無
量
の
果
報
を
得
ん
。
こ
の
因
縁
を
も
つ
て
、
我
れ
今
日
に
お
い
て
、
種
種
の
相
を
得
て
、
も
つ
て
自
ら
荘
厳
し
、

法
身
不
可
壊
の
身
を
成
ず
。
仏
、
迦
葉
菩
薩
に
告
げ
た
ま
わ
く
、
こ
の
故
に
法
を
護
ら
ん
優
婆
塞
等
は
、
ま
さ
に
刀
杖
を
執
持
し
て
、

擁
護
す
る
こ
と
か
く
の
ご
と
く
な
る
べ
し
。〕」

（
昭
和
定
本
二
二
一
～
二
頁
）

⑷

同
説
の
最
後
に
、
飢
餓
の
為
に
出
家
し
た
「
禿
人
」
の
正
法
を
護
持
す
る
僧
へ
の
迫
害
に
対
し
、
持
戒
の
僧
が
刀
杖
を
持
つ
者
を

供
に
つ
け
る
事
に
つ
い
て
、
刀
杖
を
持
つ
と
い
う
正
法
護
持
の
行
為
が
持
戒
と
な
る
事
を
示
す
【
正
法
護
持
即
持
戒
】。
ま
た
、「
刀

杖
を
持
つ
と
い
え
ど
も
、
命
を
断
ず
べ
か
ら
ず
」
と
、
あ
く
ま
で
も
、
殺
生
を
禁
じ
て
い
る
。

「〔
善
男
子
、
我
れ
涅
槃
の
後
、
濁
悪
の
世
に
、
国
土
荒
乱
し
、
互
に
相
抄
掠
し
、
人
民
飢
餓
せ
ん
。
そ
の
時
に
多
く
飢
餓
の
た
め
の

─97─

『立正安国論』における戒律思想（小瀬）



故
に
、
発
心
出
家
す
る
も
の
あ
ら
ん
。
か
く
の
ご
と
き
の
人
を
名
づ
け
て
禿
人
と
な
す
。
こ
の
禿
人
の
輩
、
正
法
を
護
持
す
る
を
見

て
、
駈
逐
し
て
出
さ
し
め
、
も
し
は
殺
し
、
も
し
は
害
せ
ん
。

こ
の
故
に
、
我
れ
今
、
持
戒
の
人
、
諸
の
白
衣
の
刀
杖
を
持
つ
者
に
よ
つ
て
、
も
つ
て
伴
侶
と
な
す
こ
と
を
聴
す
。
刀
杖
を
持
つ

と
い
え
ど
も
、
我
れ
は
こ
れ
ら
を
説
き
て
、
名
づ
け
て
持
戒
と
曰
わ
ん
。
刀
杖
を
持
つ
と
い
え
ど
も
、
命
を
断
ず
べ
か
ら
ず
〕
と
。」

（
中
略
）

（
昭
和
定
本
二
二
二
頁
）

⑸
『
法
華
経
』『
涅
槃
経
』
所
説
の
謗
法
の
罪
の
重
さ
と
正
法
護
持
の
功
徳
を
説
き
、
法
然
の
『
選
択
集
』
所
説
「
捨
閉
閣
抛
」
に
基
づ

く
法
謗
、
破
戒
行
為
の
実
例
を
挙
げ
る
。

「（
中
略
）
法
華
・
涅
槃
の
経
教
は
、
一
代
五
時
の
肝
心
な
り
。
そ
の
禁
実
に
重
し
。
誰
か
帰
仰
せ
ざ
ら
ん
や
。
し
か
る
に
謗
法
の
族
、

正
道
の
人
を
忘
れ
、
剰
え
法
然
の
選
択
に
依
っ
て
、
い
よ
い
よ
愚
痴
の
盲
瞽
を
増
す
。
こ
こ
を
も
つ
て
、
或
は
彼
の
遺
体
を
忍
び
て

木
画
の
像
に
露
わ
し
、
或
は
そ
の
妄
説
を
信
じ
て
莠
言
の
模
を
彫
り
、
こ
れ
を
海
内
に
弘
め
、
こ
れ
を

外
に
翫
ぶ
。
仰
ぐ
と
こ
ろ

は
す
な
わ
ち
そ
の
家
風
、
施
す
と
こ
ろ
は
す
な
わ
ち
そ
の
門
弟
な
り
。
し
か
る
間
、
或
は
釈
迦
の
手
指
を
切
り
て
弥
陀
の
印
相
を
結

び
、
或
は
東
方
如
来
の
鴈
宇
を
改
め
て
西
土
教
主
の
鵝
王
を
居
え
、
或
は
四
百
余
回
の
如
法
経
を
止
め
て
西
方
浄
土
の
三
部
経
と
な

し
、
或
は
天
台
大
師
の
講
を
停
め
て
善
導
の
講
と
な
す
。
か
く
の
ご
と
き
群
類
、
そ
れ
誠
に
尽
し
難
し
。
こ
れ
破
仏
に
あ
ら
ず
や
、

こ
れ
破
法
に
あ
ら
ず
や
、
こ
れ
破
僧
に
あ
ら
ず
や
。
こ
の
邪
義
は
す
な
わ
ち
選
択
に
よ
る
な
り
。
あ
あ
悲
し
い
か
な
、
如
来
誠
諦
の

禁
言
に
背
く
こ
と
。
哀
れ
な
る
か
な
、
愚
侶
迷
惑
の
麁
語
に
随
う
こ
と
。
早
く
天
下
の
静
謐
を
思
わ
ば
、
す
べ
か
ら
く
国
中
の
謗
法

を
断
つ
べ
し
。」

（
昭
和
定
本
二
二
三
頁
）

【
第
八
問
答
・
問
】
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⑹

客
、
前
に
挙
げ
た
『
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
る
正
法
護
持
の
為
に
、
法
謗
の
僧
侶
を
斬
首
す
る
と
い
う
行
為
は
、
殺
害
・
罪
業
の
連

鎖
を
生
む
と
疑
問
を
持
つ
。

『
大
集
経
』
所
説
の
僧
侶
の
持
戒
、
破
戒
に
拘
ら
ず
、
暴
力
等
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
等
の
経
証
、
竹
杖
外
道
・
提
婆
達
多
の
例
を

挙
げ
る
。

「
客
の
曰
く
、
も
し
謗
法
の
輩
を
断
じ
、
も
し
仏
禁
の
違
を
絶
た
ん
に
は
、
彼
の
経
文
の
ご
と
く
、
斬
罪
に
行
う
べ
き
か
。
も
し
し

か
ら
ば
、
殺
害
相
加
え
、
罪
業
何
ん
が
せ
ん
や
。

す
な
わ
ち
大
集
経
に
云
く
、〔
頭
を
剃
り
袈
裟
を
著
せ
ば
、
持
戒
及
び
毀
戒
を
も
、
天
人
彼
を
供
養
す
べ
し
。
す
な
わ
ち
こ
れ
我
れ

を
供
養
す
る
な
り
。
彼
は
こ
れ
我
が
子
な
り
。
も
し
彼
を
撾
打
す
る
こ
と
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
こ
れ
我
が
子
を
打
つ
な
り
。
も
し
彼

を
罵
辱
せ
ば
、
す
な
わ
ち
こ
れ
我
れ
を
毀
辱
す
る
な
り
〕
と
。（
中
略
）」

（
昭
和
定
本
二
二
三
～
四
頁
）

【
第
八
問
答
・
答
】

⑺

主
人
、『
涅
槃
経
』
所
説
の
正
法
護
持
の
為
に
、
法
謗
の
僧
侶
を
斬
首
す
る
と
い
う
行
為
は
、
釈
尊
の
過
去
世
の
話
で
あ
り
、
成
道

後
の
釈
尊
の
経
説
に
は
、
法
謗
の
僧
侶
へ
の
布
施
を
止
め
る
事
を
説
く
と
い
う
。
一
切
衆
生
が
法
謗
者
（
念
仏
者
）
へ
の
布
施
を
止

め
る
事
で
災
難
は
防
げ
る
と
説
く
。

「
主
人
の
曰
く
、
客
、
明
か
に
経
文
を
見
て
、
な
お
こ
の
言
を
な
す
。
心
の
及
ば
ざ
る
か
、
理
の
通
ぜ
ざ
る
か
。
全
く
仏
子
を
禁
む

る
に
あ
ら
ず
。
た
だ
偏
に
謗
法
を
悪
む
な
り
。
夫
れ
釈
迦
の
以
前
の
仏
教
は
そ
の
罪
を
斬
る
と
い
え
ど
も
、
能
仁
の
以
後
の
経
説
は

す
な
わ
ち
そ
の
施
を
止
む
。
し
か
れ
ば
す
な
わ
ち
、
四
海
万
邦
、
一
切
の
四
衆
、
そ
の
悪
に
施
さ
ず
、
皆
こ
の
善
に
帰
せ
ば
、
何
な

る
難
か
並
び
起
り
、
何
な
る
災
か
競
い
来
ら
ん
。」

（
昭
和
定
本
二
二
四
頁
）
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⑴
～
⑺
の
経
過
を
示
す
と
次
の
様
に
な
る
。

⑴

主
人
、『
涅
槃
経
』
聖
行
品
の
釈
尊
の
前
世
で
あ
る
仙
予
王
が
大
乗
を
誹
謗
す
る
婆
羅
門
の
命
を
断
っ
た
故
事
や
一
闡
提
の
婆
羅
門
を

殺
し
て
も
罪
報
に
な
ら
な
い
と
い
う
経
説
等
に
よ
り
正
法
護
持
の
例
を
示
す
。

↓

⑵
『
涅
槃
経
』
金
剛
身
品
に
説
か
れ
る
正
法
護
持
の
具
体
的
方
法
と
し
て
「
刀
剣
・
器
杖
を
執
持
」
す
る
事
を
上
げ
、
正
法
護
持
が
持
戒

と
な
る
事
を
示
す
【
正
法
護
持
即
持
戒
】。

↓

⑶
『
涅
槃
経
』
金
剛
身
品
に
説
か
れ
る
釈
尊
の
前
世
で
あ
る
有
徳
王
の
国
に
、
迦
葉
の
前
世
で
あ
る
覚
徳
比
丘
が
正
法
護
持
の
為
に
王
と

共
に
破
戒
の
比
丘
と
戦
い
、
来
世
に
お
い
て
同
じ
国
の
仏
弟
子
と
な
っ
た
と
い
う
、
正
法
護
持
の
果
報
を
示
す
。

↓

⑷

同
説
の
最
後
に
、
持
戒
の
僧
が
刀
杖
を
持
つ
者
を
供
に
つ
け
る
事
に
つ
い
て
、
刀
杖
を
持
つ
と
い
う
正
法
護
持
の
行
為
が
持
戒
と
な

る
事
を
示
す
【
正
法
護
持
即
持
戒
】。
ま
た
、「
刀
杖
を
持
つ
と
い
え
ど
も
、
命
を
断
ず
べ
か
ら
ず
」
と
、
あ
く
ま
で
も
、
殺
生
を
禁
じ

て
い
る
。

↓

⑸
『
法
華
経
』『
涅
槃
経
』
所
説
の
謗
法
の
罪
の
重
さ
と
正
法
護
持
の
功
徳
を
説
き
、
法
然
の
『
選
択
集
』
所
説
「
捨
閉
閣
抛
」
に
基
づ
く

法
謗
、
破
戒
行
為
の
実
例
を
挙
げ
る
。

↓

⑹

客
、
前
に
挙
げ
た
『
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
る
正
法
護
持
の
為
に
、
法
謗
の
僧
侶
を
斬
首
す
る
と
い
う
行
為
は
、
殺
害
・
罪
業
の
連
鎖
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を
生
む
と
疑
問
を
持
つ
。

『
大
集
経
』
所
説
の
僧
侶
の
持
戒
、
破
戒
に
拘
ら
ず
、
暴
力
等
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
等
の
経
証
、
竹
杖
外
道
・
提
婆
達
多
の
例
を
挙

げ
る
。↓

⑺

主
人
、『
涅
槃
経
』
所
説
の
正
法
護
持
の
為
に
、
法
謗
の
僧
侶
を
斬
首
す
る
と
い
う
行
為
は
、
釈
尊
の
過
去
世
の
話
で
あ
り
、
成
道
後

の
釈
尊
の
経
説
に
は
、
法
謗
の
僧
侶
へ
の
布
施
を
止
め
る
事
を
説
く
と
い
う
。
一
切
衆
生
が
法
謗
者
（
念
仏
者
）
へ
の
布
施
を
止
め
る

事
で
災
難
は
防
げ
る
と
説
く
。

『
守
護
国
家
論
』
に
お
い
て
、『
法
華
経
』
所
説
の
「
持
経
即
持
戒
」
を
末
法
の
衆
生
の
持
戒
論
と
し
、『
涅
槃
経
』
は
法
華
経
の
戒
の
流

通
分
と
し
て
、「
正
法
護
持
」
つ
ま
り
は
、
正
法
（
法
華
経
）
を
護
り
持
つ
こ
と
が
、
持
戒
で
あ
る
【
正
法
護
持
即
持
戒
】
と
、「
持
経
即

持
戒
」
の
具
体
的
方
法
論
を
示
さ
れ
た
。

『
立
正
安
国
論
』
に
お
い
て
、
こ
れ
が
採
用
さ
れ
、
法
華
経
の
戒
の
流
通
分
と
し
て
の
『
涅
槃
経
』「
正
法
護
持
」【
正
法
護
持
即
持
戒
】

を
⑴
⑵
⑶
⑷
一
闡
提
＝
破
戒
者
に
対
す
る
自
衛
手
段
と
し
て
示
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。
⑺
最
終
的
に
は
、「
夫
れ
釈
迦
の
以
前
の
仏
教
は
そ

の
罪
を
斬
る
と
い
え
ど
も
、
能
仁
の
以
後
の
経
説
は
す
な
わ
ち
そ
の
施
を
止
む
。」
と
、
成
道
後
の
釈
尊
の
経
説
は
不
殺
生
戒
を
含
む
故
に

「
正
法
護
持
」
の
武
力
的
性
格
は
取
り
除
か
れ
、
法
謗
者
へ
の
布
施
を
止
め
る
事
で
災
難
は
防
げ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。

※
『
涅
槃
経
』
の
こ
の
様
な
、「
正
法
護
持
」
の
精
神
を
暴
力
的
表
現
と
し
て
問
題
視
す
る
意
見
も
あ
る
が
、
当
時
の
時
代
背
景
を
考
慮
に

入
れ
る
と
、
次
の
点
が
指
摘
で
き
る
。
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・
⑴
～
⑺
の
経
過
を
み
れ
ば
自
明
で
あ
る
が
、
⑴
⑵
⑶
⑷
「
正
法
護
持
」
の
武
力
行
使
的
表
現
は
、
釈
尊
の
過
去
世
の
説
話
の
中
で
説

か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
⑺
最
終
的
に
は
、「
夫
れ
釈
迦
の
以
前
の
仏
教
は
そ
の
罪
を
斬
る
と
い
え
ど
も
、
能
仁
の
以
後
の
経
説
は
す
な

わ
ち
そ
の
施
を
止
む
。」
と
、
成
道
後
の
釈
尊
の
経
説
に
は
、
法
謗
の
僧
侶
へ
の
布
施
を
止
め
る
事
を
説
き
、
不
殺
生
戒
を
含
む
故
に

「
正
法
護
持
」
の
武
力
的
性
格
は
取
り
除
か
れ
、
法
謗
者
へ
の
布
施
を
止
め
る
事
で
災
難
は
防
げ
る
と
結
論
付
け
る
の
で
あ
る
。

・『
立
正
安
国
論
』
の
草
案
と
さ
れ
る
『
災
難
興
起
由
来
』『
災
難
対
治
鈔
』
に
は
『
涅
槃
経
』
の
一
闡
提
（
念
仏
者
）
へ
の
布
施
の
禁

止
を
示
す
事
を
結
論
と
し
て
、「
正
法
護
持
」
の
武
力
的
記
述
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
立
案
の
時
点
で
、
念
仏
者
へ
の
布
施
の
禁
止

を
結
論
と
す
る
事
が
決
定
さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

・『
涅
槃
経
』
の
「
刀
杖
を
持
つ
者
」
と
は
、
当
時
に
お
け
る
武
士
に
該
当
す
る
点
か
ら
、
武
士
の
信
仰
の
あ
り
方
を
示
唆
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
武
士
は
隠
居
後
、
出
家
し
て
入
道
と
な
る
事
が
常
道
と
さ
れ
た
当
時
、
現
役
の
ま
ま
、
刀
を
携
え
た
ま
ま
で
も
「
正

法
護
持
」
の
信
仰
が
で
き
る
と
し
て
、
武
士
の
在
家
信
仰
の
規
範
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
武
士
は
、
主
要
檀
信
徒
・
布
教

対
象
で
あ
り
、『
立
正
安
国
論
』
の
上
奏
先
で
あ
る
執
権
を
中
心
と
し
た
鎌
倉
幕
府
も
武
士
の
集
団
で
あ
る
事
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
。

・
宗
祖
は
当
時
、
念
仏
信
徒
か
ら
の
迫
害
を
受
け
て
お
り
、「
持
戒
の
人
、
諸
の
白
衣
の
刀
杖
を
持
つ
者
に
よ
つ
て
、
も
つ
て
伴
侶
と
な

す
こ
と
を
聴
す
。」
と
の
引
用
文
か
ら
、
信
者
の
武
士
の
外
護
を
受
け
て
い
た
事
に
対
す
る
正
当
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
あ
く
ま
で
も
自
己
防
衛
の
手
段
で
あ
り
、「
刀
杖
を
持
つ
と
い
え
ど
も
、
命
を
断
ず
べ
か
ら
ず
」
と
、
殺
生
を
禁
じ
る
点
を
明
示

し
て
い
る
。
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以
降
、
第
九
問
答
で
は
、
客
の
領
解
に
お
い
て
、

「
早
く
一
闡
提
の
施
を
止
め
て
、
永
く
衆
の
僧
尼
の
供
を
致
し
て
、
佛
海
の
白
浪
を
収
め
、
法
山
の
緑
林
を
截
ら
ば
、
世
は
羲
農
の
世
と

な
り
、
国
は
唐
虞
の
国
と
な
ら
ん
。
し
か
し
て
後
、
法
水
の
浅
深
を
斟
酌
し
、
佛
家
の
棟
梁
を
崇
重
せ
ん
。」
（
昭
和
定
本
二
二
四
頁
）

ま
た
、
広
本
で
は
、

「
し
か
し
て
後
、
顕
密
の
浅
深
を
斟
酌
し
、
真
言
・
法
華
の
勝
劣
を
分
別
し
、
佛
家
の
棟
梁
を
崇
重
し
、
一
乗
の
元
意
を
開
発
せ
ん
。」

（
広
本
）（
昭
和
定
本
一
四
七
四
頁
）

と
、
一
闡
提
へ
の
施
を
止
め
災
難
を
鎮
め
る
事
を
第
一
段
階
と
し
、
次
の
段
階
に
お
い
て
、
教
相
判
釈
に
よ
り
法
華
一
佛
乗
を
開
示
す

る
と
説
か
れ
る
。

前
述
の
通
り
、
一
闡
提
（
破
戒
者
）
へ
の
施
を
止
め
る
事
は
、『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
「
正
法
護
持
」
の
実
践
例
と
し
て
説
か
れ
た
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
は
、
法
華
経
の
戒
の
流
通
分
で
あ
る
か
ら
、
第
一
段
階
で
『
涅
槃
経
』「
正
法
護
持
」
の
実
践
と
し
て
、
一
闡
提
（
破
戒

者
）
へ
の
施
を
止
め
災
難
を
鎮
め
る
事
が
実
行
さ
れ
て
後
、
正
宗
分
で
あ
る
『
法
華
経
』
が
開
示
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
一
代
三
段
…
爾
前
経
＝
序
分
、
法
華
三
部
＝
正
宗
分
、
涅
槃
部
＝
流
通
分
）

第
九
問
答
の
以
後
の
展
開
は
、

「
薬
師
経
の
七
難
の
内
、
五
難
忽
に
起
り
、
二
難
な
お
残
せ
り
。
い
わ
ゆ
る
他
国
侵
逼
・
自
界
叛
逆
の
難
な
り
。」（
昭
和
定
本
二
二
五
頁
）

と
、
法
然
の
念
仏
信
仰
が
続
け
ば
、「
他
国
侵
逼
・
自
界
叛
逆
」
の
二
難
が
起
こ
る
こ
と
を
予
見
し
、『
大
集
経
』、『
仁
王
経
』、『
法
華
経
』、

『
涅
槃
経
』
を
引
き
、

「
広
く
衆
経
を
披
き
た
る
に
、
専
ら
謗
法
を
重
し
と
す
。
悲
し
い
か
な
、
皆
正
法
の
門
を
出
で
て
深
く
邪
法
の
獄
に
入
れ
り
。」（
昭
和
定

本
二
二
六
頁
）
と
、
諸
経
に
説
か
れ
る
法
謗
の
罪
の
重
い
事
を
示
し
、
最
後
に
、
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「
汝
早
く
信
仰
の
寸
心
を
改
め
て
、
速
か
に
実
乗
の
一
善
に
帰
せ
よ
。
し
か
れ
ば
す
な
わ
ち
三
界
は
皆
仏
国
な
り
。
仏
国
そ
れ
衰
え
ん

や
。
十
方
は
悉
く
宝
土
な
り
。
宝
土
何
ぞ
壊
れ
ん
や
。
国
に
衰
微
な
く
、
土
は
破
壊
な
く
ん
ば
、
身
は
こ
れ
安
全
に
し
て
、
心
は
こ
れ
禅

定
な
ら
ん
。
こ
の
詞
、
こ
の
言
、
信
ず
べ
く
崇
む
べ
し
。」（
昭
和
定
本
二
二
六
頁
）
と
、
法
華
経
へ
の
帰
依
を
勧
め
る
。

前
文
の
関
係
か
ら
す
る
と
、
一
闡
提
へ
の
施
を
止
め
て
災
難
を
鎮
め
た
上
で
、
法
華
経
に
帰
依
す
る
な
ら
ば
、
娑
婆
即
寂
光
の
浄
土
が

顕
現
す
る
と
の
意
味
で
あ
る
。

前
に
述
べ
て
き
た
通
り
、
一
闡
提
（
破
戒
者
）
へ
の
施
を
止
め
る
事
は
、『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
「
正
法
護
持
」
の
実
践
例
と
し
て
説
か

れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、『
守
護
国
家
論
』
に
よ
る
と
法
華
経
の
流
通
分
で
あ
る
事
か
ら
、
第
一
段
階
で
『
涅
槃
経
』「
正
法
護
持
」

の
実
践
と
し
て
、
一
闡
提
（
破
戒
者
）
へ
の
施
を
止
め
災
難
を
鎮
め
る
事
が
実
行
さ
れ
て
後
、
正
宗
分
で
あ
る
『
法
華
経
』
へ
の
帰
依
を

勧
め
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

四
、
結

こ
れ
ま
で
見
て
来
た
『
災
難
興
起
由
来
』『
災
難
対
治
鈔
』、『
立
正
安
国
論
』
に
お
け
る
戒
律
思
想
の
流
れ
を
図
示
す
る
と
次
の
様
に
な

る
。
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『
災
難
興
起
由
来
』『
災
難
対
治
鈔
』

『
立
正
安
国
論
』（
第
四
問
答
以
降
）

①
選
択
集
流
布

①
選
択
集
流
布

↓

↓

②
「
捨
閉
閣
抛
」

②
「
捨
閉
閣
抛
」

↓

↓

③
礼
儀
を
破
る
。

③
礼
儀
を
破
る
。

`

③
旧
来
寺
院
の
荒
廃
→
聖
人
善
神
捨
国

`

③
旧
来
寺
院
の
荒
廃
→
聖
人
善
神
捨
国

↓

↓

④
五
常
を
破
る
。（『
摩
訶
止
觀
』

↓

五
常
五
行
即
五
戒
）

⑤
五
戒
を
破
る
。

↓

⑥
災
難
が
起
き
る
。

⑥
災
難
が
起
き
る
。
悪
鬼
致
災
。

↓

↓

⑦
「
捨
閉
閣
抛
」
を
一
闡
提
＝
破
戒
者
と
規
定
。

⑦
「
捨
閉
閣
抛
」
を
一
闡
提
＝
破
戒
者
と
規
定
。

↓

↓

⑧
一
闡
提
（
念
仏
者
）
へ
の
布
施
の
禁
止
を
示
す
。
⑧
一
闡
提
（
念
仏
者
）
へ
の
布
施
の
禁
止
を
示
す
。

↓
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（『
守
護
国
家
論
』）
⑨
『
涅
槃
経
』「
正
法
護
持
」
の
実
践
例
を
示
す
。

↓

⑩
正
法
護
持
即
持
戒
（
持
経
即
持
戒
）
を
説
く
。

↓

⑪
一
闡
提
（
念
仏
者
）
へ
の
布
施
の
禁
止
を
示
す
。

↓

⑫
「
他
国
侵
逼
・
自
界
叛
逆
」
二
難
の
予
言
。

↓

⑬
法
華
経
へ
の
帰
依
を
勧
め
る
。

①
『
選
択
集
』
の
念
仏
信
仰
を
す
る
と
、
②
「
捨
閉
閣
抛
」
の
教
え
を
実
行
し
、
阿
弥
陀
仏
以
外
の
仏
・
経
を
信
仰
せ
ず
供
養
し
な
く

`

な
る
と
、
③
旧
来
の
寺
院
が
没
落
し
荒
廃
す
る
。
③
こ
れ
は
、
神
仏
に
対
す
る
礼
儀
の
欠
如
で
あ
る
と
共
に
、
世
の
中
に
倫
理
崩
壊
を
も

`

た
ら
し
た
。
ま
た
、
③
供
養
し
な
く
な
る
事
に
よ
り
守
護
の
善
神
・
聖
人
が
国
を
捨
て
去
る
こ
と
と
な
る
。

『
災
難
興
起
由
来
』『
災
難
対
治
鈔
』
で
は
、
③
礼
儀
を
破
る
→
④
五
常
を
破
る
→
⑤
五
戒
を
破
る
→
⑥
災
難
が
起
き
る
。
ま
で
の
経
緯

を
『
摩
訶
止
觀
』
巻
第
六
上
「
世
間
の
法
薬
」
所
説
の
五
戒
と
五
常
五
行
の
相
関
性
を
説
く
理
論
で
説
明
し
、
⑦
⑧
は
、『
涅
槃
経
』
を
引

用
し
、
⑦
「
捨
閉
閣
抛
」
を
一
闡
提
＝
破
戒
者
と
規
定
、
⑧
一
闡
提
（
念
仏
者
）
へ
の
布
施
の
禁
止
を
示
し
結
論
と
す
る
。

`

『
立
正
安
国
論
』
で
は
、『
摩
訶
止
觀
』
五
常
五
戒
の
説
を
内
在
原
理
に
留
め
省
略
し
、
③
旧
来
寺
院
の
荒
廃
→
聖
人
善
神
捨
国
→
⑥
悪

鬼
致
災
と
す
る
。
以
降
は
前
論
同
様
、『
涅
槃
経
』
を
引
用
し
、
⑦
『
選
択
集
』
の
法
謗
・
破
戒
を
『
涅
槃
経
』
所
説
の
一
闡
提
＝
破
戒
者
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と
規
定
、
⑧
一
闡
提
（
念
仏
者
）
へ
の
布
施
の
禁
止
を
示
す
。
⑨
～
⑪
は
、『
守
護
国
家
論
』
に
示
さ
れ
た
、「
正
法
護
持
」
の
精
神
を
説

き
、
⑨
『
涅
槃
経
』「
正
法
護
持
」
の
実
践
例
を
示
し
、
⑩
正
法
護
持
が
戒
律
に
な
る
事
（
正
法
護
持
即
持
戒
）
を
説
き
、
⑪
一
闡
提
（
念

仏
者
）
へ
の
布
施
の
禁
止
を
示
す
。
こ
の
様
に
、
⑨
以
降
は
、『
涅
槃
経
』
を
法
華
経
の
戒
の
流
通
分
と
し
て
、「
正
法
護
持
」
つ
ま
り
は
、

正
法
（
法
華
経
）
を
護
り
持
つ
こ
と
が
持
戒
で
あ
る
（
正
法
護
持
即
持
戒
）
と
、「
持
経
即
持
戒
」
の
具
体
的
方
法
論
を
説
か
れ
、
解
決
策

と
し
て
一
闡
提
（
念
仏
者
）
へ
の
布
施
の
禁
止
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、
⑫
「
他
国
侵
逼
・
自
界
叛
逆
」
の
二
難
を
予
言
し
、

正
宗
分
で
あ
る
⑬
法
華
経
へ
の
帰
依
を
勧
め
結
論
と
す
る
。

以
上
の
通
り
、『
立
正
安
国
論
』
は
、
法
然
の
『
選
択
集
』
所
説
の
「
捨
閉
閣
抛
」
の
教
え
か
ら
起
っ
た
旧
来
寺
院
の
没
落
や
倫
理
崩
壊

を
「
破
戒
」
と
受
け
止
め
、『
涅
槃
経
』
を
『
法
華
経
』
の
戒
の
流
通
分
と
し
た
「
正
法
護
持
」（
持
経
即
持
戒
）
の
持
戒
論
を
以
て
こ
れ

に
対
処
し
、「
破
戒
者
（
念
仏
者
）」
＝
一
闡
提
へ
の
布
施
の
禁
止
を
示
し
、
最
後
に
『
法
華
経
』
へ
の
帰
依
を
勧
め
る
と
い
う
、
宗
祖
の

戒
律
思
想
を
基
調
と
し
た
論
文
で
あ
る
事
が
認
識
で
き
る
。
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『立正安国論』における戒律思想（小瀬）




